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まえがき

昨５８年５月に５５年，５６年度２カ年の調査結果を叢とめて第一次の発表をし，これ

は５７年度に行った結果について第二回目の報告であるが，何分にも多'忙左調査試験に追

われて而も資料の整理は煩雑であったため殆んど１カ年遅れて発刊するの止むなきに至っ

た。然し都下各水系についてこれだけ詳細を調査は他に類がないと自負し目下深刻化しつ

つある者|]-F各河川の汚濁に対する各種の施策に対し貴重左資料と走るのを疑わだい。そし

てききの第一次報告と対比して見られる左らば汚濁の進行状況を知られると思う。

風雨，寒気炎暑下に苦労して調査し主とめたこの報告を有意義左基礎資料として精々

活用される事を心からお願いする。

東京都水産試験場長
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1．緒言

近年，都市公害がクローズ・アップされ，この問題の－部門である水質についても数々の

被害力報告されている。東京都においても，人口増加，工業の急速の発展等により河川の汚
‘燭が進み，都内河川においては，魚類の生榎する場所も見られ左い状態になっている。
当場では，水産業との関連から，水質問題を研究して来たが，５５年末水質保全法の成立

とともに，その調査範囲を全都内諾河川に拡げ，水産行政の指針とすると共に，水質保全に
関連する諸問題解決の資料とするため，５５年度より年４回調査を実施し現在に至っている）
今回は，東水試出版物通干ＩｌＮｏ､１５７に次いで，５７年度河川の概況と５５年度から５７

年鹿５年間の河川の変動について報告する。

2．調査方法

都内各河川の大部分は，感潮河川で上げ潮時には河川水は上流にたさり，さらに押しあげ
られて，表面水も潮.上するため，河口域では海水の稀釈による影響をいちじるしく受けるの
で，なるべく干満の差が少をい日を選び，下げ潮時に採水･する主うにした。

採水位置は，流心部表層とした。

調査項目

1．水温

２ＰＨ

５・溶存酸素量

4．沃素消費量

５塩素量

5．

現場観測時の水温を採った。単位℃

比色（管）法により測定した。

ウィンクラー法にエリ測定した。単位ｐｐｍ

下水試験法により測定した。 単位ｐｐｍ

モールの銀滴定法に主D測定した。 単位ｐｐｍ

多摩川下流部のみ単位別

（化学的酸素要求量）

富山法変法により測定した。単位ｐｐｍ

（生物学的酸素要求量）

稀釈法により測定した。単位ｐｐｍ

ネスラー比色法により測定した。単位ｐｐｍ

ガラスフィルター（１１Ｃｆ４）を使用し測定した。単位ｐｐｍ

ＥＤＴＡ法に主り測定した。単位ｐｐｍ

（中性洗剤主成分アルキルベンゼンスルホン酸ソーダー）

Ｌａｎｇｗｅｌｌ－Ｍａｎｉｅｃｅ法により測定した。単位ｐｐｍ

６００，

zＢＯＤ

アンモニヤ態窒素

浮遊物

硫酸根

ＡＢＳ

Ｏ
●
●

（
凹
丙
、
）
（
叩
》
“
ん
（
叩
叩
Ⅱ
）
昌
勾
０
０
１

△
几
０
０
日
△
『
０
８
０

－１－

dq6’



４調査地点

５７年度は，図１及び図２に示されている地点を調査定点とした。

(1) 多摩川本流とその支流

本流（中，上流部）

支流日原川
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5．調査結果

５７年度概況

（１）多摩川本流と支流

本流（中，上流部）丸子防潮堰堤より上流

′
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ＰＨ本流氷川大僑ズ６，８０であるが，日原川氷川大橋８．２，８．０とアルカリ性の水

が合流し白丸でズ４，ズ４とやや下り，秋川東秋川橋z２，ズ５が合流した拝島梼では

８．０，ズ４と変動する。日野橋は８４，８．６とアルカリ性と表っている。浅川高幡橋８．０，

ズ４であるが汀合流後関戸橋ズ４，ズ４と左り，これにより下流は次第に下り，丸子｝鳫提

6.Rz1と中'住に近く左っている。

溶存酸素量上流から日野橋走で，ほとんどの地点が１０ｐｐｍ以上と非常に高い酸素

量を示し秋川東秋川橋においてもｇ１ｐｐｍｌｌｔｌ６ｐｐｍと高い。八王子市廃水の流

入する浅川大和田橋８９８ｐｐｍ，５，５ｐｐｍとやや酸素量が減少しているが，合流後流

下中に盛んに曝気が行われ，関戸橋１１．７４ｐｐｍ，１０．７７ｐｐｍ，是政橋１０９５ｐｐｍ，

１０．５９ｐｐｍと豊富になり，二子橋１２．２７ｐｐｍ，１４７５ｐｐｍと減少はみられ左い。

塩素量本流氷川大橋０ｐｐｍ，０１５ｐｐｍから流下に従って少しづつ増加がみられ羽

村堰堤０９２ｐｐｍ，２５６ｐｐｍとなり秋川東秋川橋４．４５ｐｐｍ，１２．８１ｐｐｍが合流

後，拝島橋５．５５ｐｐｍ，１４７５ｐｐｍと１～２ｐｐｍの変動がみられ浅川高l播橋２０．５５

ｐｐｍ，１，２１ｐｐｍの合流後，関戸僑１５．１７ｐｐｍ，１２２１ｐｐｍとをり丸子堰堤で

２，６９ｐｐｍ，２２．４１ｐｐｍと最高値を示している。特に湯殿川春日橋は廃水の流入の

ため塩素量が高く５０．７５ｐｐｍ，８１．９７ｐｐｍとなっている。

ＯＯＤ本流では丸子堰堤４．０４ｐｐｍ，８．１０ｐｐｍと最高であるが日野橋５．１１ｐｐｍ，

２．５８ｐｐｍ，関戸橋１．７１ｐｐｍ，５．１１ｐｐｍと比較的高い。支流をみると，浅川，南浅

川，案内川湯殿川と浅川水系に高い値がみられ，この水系上流に工場等があり，廃水の

流入や家庭下水の流入に原因がある。

ＢＯＤＯＯＤと同じ傾向がみられ，本流では日野橋５，１ｐｐｍ，５．９５ｐｐｍを示し

ている。支流では浅｣||高l幡橋５．４６ｐｐｍ，５５８ｐｐｍ，大和田橋５．８１ｐｐｍ，２５６

ｐｐｍと高く，特に，湯殿川春日橋４２．０８ｐｐｍ，５Z１５ｐｐｍと非常に高くなっている。

アンモニヤ態窒素本流では，１ｐｐｍ以上を示す地点は，日野橋関戸橋，丸子堰堤で，

廃水の流入の多い丸子堰堤４．７６ｐｐｍ，５．４２ｐｐｍと高くなっている。支流で１ｐｐｍ

以上を示す地点は浅川高llI番僑２１６ｐｐｍ，２７４ｐｐｍ，湯殿)||春日橋Z５９ｐｐｍ，０４５

ｐｐｍである。

硫酸根本流では万年橋１６１２８ｐｐｍ，白丸５４．５５ｐｐｍと言い値がみられるがそ

の,他の地点は５０ｐｐｍ以下である。

浮遊物本流多摩)||橋７４８ｐｐｍ，９４．４ｐｐｍ，日野橋２２．０ｐｐｍ，８１．５ｐｐｍ，関

戸橋５０．４ｐｐｍ，１１５９ｐｐｍ，二子橋４１．６ｐｐｍ，４９５ｐｐｍ，支流では湯殿川春

日橋５４．０ｐｐｍ，４２０ｐｐｍ等が高く他の地点は比較的低い。

ＡＢＳほとんどの地点でｔｒａｃｅ程度であるが浅川高幡橋０５８ｐｐｍ，０．１９ｐｐｍ，

大和田橋０５１ｐｐｍ，０５８ｐｐｍ丸子堰堤０．４４ｐｐｍ，０２６ｐｐｍと都市廃水が流入す

－５－



る地点で高い値がみられる。

下流部丸子防潮堰堤より下流

ＰＨ河口は海水の影響で年平均718とアルカリ|生を示すが，これより上流はｚ１～
ズ２を示している。

溶存酸素量多摩川犬儒より上流及び海水の混入する河口で４ｐｐｍ～５ｐｐｍの酸素量
がみられるが，海老取川の流入する五十間のはな，大師橋では無酸素状態であるが，六郷
橋で２．１７ｐｐｍと回復している。

塩素量海水が混入するため塩素量は非常に高く丸子橋ａ１４１ｊｋ５を示している。
沃素消費量大師橋５０２８ｐｐｍと最高値を示し，次いで海老取川の汚水の流入する五
十間のは左２５．９６ｐｐｍとなっている。多摩川大橋より上流は９ｐｐｍ以下で，河口は海
水の稀釈によい.６２ｐｐｍと低くたっている。

ＯＯＤ大師橋，六郷橋間で最高値を示し，この間が一番汚染されている。多俶摩川大;i喬

より上流は，１０ｐｐｍ以.下である。河口は海水の稀釈で５．０９ｐｐｍと低くだっている。

ＢＯＤ大師橋５８．５５ｐｐｍと最高値を示し，六郷橋で１５．２８ｐｐｍと２分の１以下

と左り，多摩川大橋より上流は１０ｐｐｍ以下である。五十間のはなは２７【７４ｐｐｍと比
較的高く左っている。 し

アンモニヤ態窒素大師橋４．２５ｐｐｍと最高1直を示し，六郷橋より.上流も比較的高く，

４～２ｐｐｍである。五十間のはなも２．９７ｐｐｍを示し，ｉ毎老取/||の汚水の流入に原因.す
ると思われる。

浮遊物２０ｐｐｍ以上を示すのは五十間のは左，大師橋六郷橋の５地点である。河口
は，１５．０ｐｐｍと少し低く左っている。

ＡＢＳ各地点とも高く，特に大師橋０．４４ｐｐｍ，ガス橋０．４８ｐｐｍとなり，附近の

排水樋管より流入する都市下水に,原因するものである。

(2)江戸川水系

ＰＨ各地点とも，４月，１月と水温の低い時期に，６．４～6.9と酸'住に傾き，７月，

１１月と高ｗｌ寺期はＺ０と中性にたっている。

溶存酸素量各地点とも，８．０ｐｐｍ以上と非常に酸素量が豊富で，浦安橋及び，今井橋

に於いて東京側と千葉伯''では変化はみられたい。

'塩素量海水の影響がみられるのは，今井橋あたり富ででγ今井;僑千葉側力；東京側に

比べて高い。捕安橋では東京側と千葉側での差は見られたい。篠崎水門より上流で減少し
ている。

沃素消費量市川橋１．６８ｐｐｍと低く，これより下流は４～７ｐｐｍで，今井橋では東

京側浦安橋でも東京側が１ｐｐｍ程度高くなっている。河口大三角は東京側，千葉側とも２

ｐｐｍ以下である。

－４－
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ＯＯＤ浦安橋では千葉側が１ｐｐｍ程度高く，今井橋では東京側が2.5ｐｐｍ程度高く
左っている。これより上流篠崎水門市川橋は４ｐｐｍ以下に低くなり，大三角でも４ｐｐｍ
に走っている。今井橇，精霊橋附近が一番汚染されている。

ＢＯＤ今井橋東京側４．２７ｐｐｍと千葉側に比べ１ｐｐｍ高く左圦浦宴橋では東京側，
千葉側とも差がみられをい、大三角，篠崎水門，市川橋では２５ｐｐｍ以下である。

アンモニヤ態窒素浦安橋東京側１．０５ｐｐｍを除けば全地点１ｐｐｍ以下である。今井
橋を比べてみると，東京側が千葉側の２倍近くになっている。

硫酸根浦安橋驚で高く今井橋にくると，２分の１近くに減少し，市川橋逹で変動がみ
られをい・

浮遊物市川橋４５６ｐｐｍから下流へと変動はみられず，河口大三角は東京側２８０
ｐｐｍ，千葉胴１１ズ５ｐｐｍと低い。

ＡＢＳ各地点とも，ｔｒａｃｅ程度に検出される。

(5)中川水系

ＰＨズ０以上を示す地点はほとんどみられず，花畑川，葛西小橋がわずかにｍ～ｚ２
を示し，他の地点はｚ０以下の酸性である。

溶存酸素量５．０ｐｐｍ以下を示す地点は本奥戸橋２．７３ｐｐｍで，その他の地点は5.0

ｐｐｍ以上である。花畑川は５．５５ｐｐｍとなり，綾瀬川では，下流の中之橋が２．６４ｐｐｍ
と上流の内匠橋に比べて低くなっている。

塩素量高砂橋あたりで急激に減少し，最薑上流部飯塚橋で１８．７５ｐｐｍとなっている。
綾瀬ﾉ||内匠橋は６８．２４ｐｐｍであるが，中之橋では１４６５．７０ｐｐｍと非常に高くなっ
て'ハる。海水比をみると０１５となり海水の混入があるものと思われる。花畑川，綾瀬川
内匠橋は５０ｐｐｍ以上であり，工業廃水によるものと思われる。

沃素消費量本奥戸橋２１２ｐｐｍが最高値で，これより上流及び下流に従い低く左b，
飯塚橋では１．５０ｐｐｍとなっている。綾瀬川では，内匠僑中之橋ともに２０ｐｐｍ以上
であり，花畑川も８．８４ｐｐｍと高くなっている。

００，高砂橋１２１０ｐｐｍ，本奥戸橋１２０５ｐｐｍと高く，これより上流は，中川
橋８．２８ｐｐｍ、飯塚橋６．５８ｐｐｍと低くなっている。綾瀬川内匠橋１４７８ｐｐｍ，中之
橋１１(９４ｐｐｍ，花畑川１５．６４ｐｐｍと，中川に比べ非常に汚染されている。

ＢＯＤ高砂橋２２４ｐｐｍと最高値を示し，葛西小橋４．０２ｐｐｍ，飯塚橋２．９１ｐｐｍ

と低くなっている。綾瀬ﾉ11,花畑川ともに，中川よりも高く，内匠橋１５．４５ｐｐｍ，花畑
川１５９７ｐｐｍとなっている。

アンモニヤ態窒素葛西小橋より中ﾉll橋さで１ｐｐｍ以上であり，高砂橋１．６６ｐｐｍと
最高値を示している。綾瀬川，花畑川も１．５ｐｐｍ以.上である。

硫酸根海水の混入する葛西小橋６６４．４１ｐｐｍと高くなり外上流に従い低く，飯塚橋
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５１．５５ｐｐｍとなっている。綾瀬川中之梼は海水の混入で２２５５０ｐｐｍと高く，内匠

橋５０．２９ｐｐｍ，花畑川５５．９５ｐｐｍと比較的高い。

浮遊物中川橋１ズ２５ｐｐｍ，葛西'j、橋２ズ１ｐｐｍを示すほかは，綾瀬川花畑川も

５０ｐｐｍ以鑿上と比較的高い値を示している。

ＡＢＳ中川はｔｒａｃｅ程度であるが，綾瀬川内匠橋０．１６ｐｐｍ，中之橋０．２１ｐｐｍ

を示している。

(4)荒川放水路

ＰＨ海水の混.入する葛西橋ではｚ１を示すが，これ主り上流は次第に酸性に傾き，西

新井橋，江北橋で６．６とたり，新荒川大橋では6.8と中'住に近づく。各水門は6.8～６．５

と酸性である。

溶存酸素量葛西橋，新荒川大橋で５～５ｐｐｍを示すが，中流部はほとんど無酸素状

態である。各水門も中流部と同じ状態であるが，特に隅田水門，小松川間門はｏである。

塩素量堀切橋６１，８０ｐｐｍ，西新井橋２００．９８ｐｐｍでこれより上流江北橋は

６３．３０ｐｐｍと急､激に減少し，海水の混入は堀切橋～西新井橋斐でである。水門をみると

綾瀬水門童での水は海水の混入がみられる。

沃素消費量１０ｐｐｍ以上を示すのは，堀切橋～江北橋間で西新井橋１４．５１ｐｐｍと最

高を示している。水門では'｣､松川間門２２．６９ｐｐｍ，Ｉｊ禺田水門１８．５５ｐｐｍ，綾瀬水門

１２．２４ｐｐｍと高くなっている。

ＯＯＤ各地点とも高く，新荒川大橋で６．８０ｐｐｍあり，特に堀切橋，西新井橋，江北

橋は高く，隅田水門，綾瀬水門等から流入する隅田川，綾瀬川等の水に主b汚染される。

ＢＯＤ５ｐｐｍ以下は葛西橋のみで，堀切橋，西新i井橋，江北橋は特に高く，隅田水門

は１，９５ｐｐｍを示している。

アンモニヤ態窒素新荒川大橋２．９６ｐｐｍから下流に行くにつれて増加し，西新井橋

Z９６ｐｐｍと最高値となり，堀切橋では変らず，新四ソ木橋エリ下流は減少している。隅

田水門，水松川間門が７ｐｐｍ以上の高い値である。

硫酸桁西新井橋より下流は全地点１００ｐｐｍ以上で，江北橋４８．５９ｐｐｍと半減し

ている〔水門でも塩素量と同様綾瀬水門富で１００ｐｐｍ以上と高くなっている。

′浮遊物新荒川大橋より下流に従って増加し，西新井橋６ヌ５ｐｐｍと最高値を示し，こ

れより猿少し，葛西橋５４．４ｐｐｍとたっている。隅田水門，綾瀬水門より浮遊物の多い水

が流入している。

ＡＢＳ葛西jl喬新荒川大橋を除けば，全地点0.5ｐｐｍ以上を示している。

(5)隅田川

ＰＨ両国橋附近富でズ６～ズ０とアルカリ性を示しているが，これより上流は6.8～

６．５と酸性と左っている。小合橋，新田橋は６．５，新河岸川志茂橋6.0と工業廃水の影響
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で酸性化している｡岩淵水門は荒川放水路の影響で６．８と中性に近くだっている。神田川

柳橋６．９，石神井川河口６．７と中性に近い。

溶存酸素量全地点無酸素状態で，わずかに岩淵水門が３．６２ｐｐｍを示している。神

田川柳橋，石神井川河口’及び水門の水は無酸素状態であるが，新河岸川志茂橋で２．５２

ｐｐｍとなっている。

塩素量河口より千住大橋雀で高い値であるが小合橋で急､激に減少を示し，これより上

流は次第に減少し岩淵水門で５１．９９ｐｐｍとなっている。海水の混入は千住大橋あた

り玄でである。

沃素消費量駒形橋～千住大橋で最高,値を示し，岩淵水門で２０．１９ｐｐｍで,豊州橋，

相生橋，勝圏橋等は，海水の稀釈に主り低くなっている。神田川河口，石神井川河口は

２０～５０ｐｐｍであるが，新河岸川志茂橋は５２５５ｐｐｍと高くなっている。

ＯＯＤ河口から両国橋さで２０ｐｐｍ以下であるが，これより増加し干住大橋で５２．７○

ｐｐｍと最高値を示し，岩淵水門では１２．５５ｐｐｍである。千住大橋～小合橋附近が非常

に汚染されている。神田川河口，石神井川河口，新河岸川は５０ｐｐｍに近い比較的高い

値を示している。

ＢＯＤＯＯＤと同様千住大橋４６．８１ｐｐｍと高く，これより上流及び下流は減少を示

している。特に隅田川に流入する神田川４４．５６ｐｐｍ，石神井川４ズ７１ｐｐｍ，新河岸

川４０．４１ｐｐｍと非常に高く，これらが隅田)||汚染の原因と在っている。

アンモニヤ態窒素駒形僑，白鬚橋，千住大橋は１２ｐｐｍ以上の非常に高い値で，岩淵

水門６．５９ｐｐｍとなり，中流部が特に高い値を示す｡家庭廃水の流入している神田川河口

では１８．８２ｐｐｍ，石神井川河口１０．１８ｐｐｍ，ＯＯＤ，ＢＯＤの高い新河岸川９１０５

ｐｐｍとなっている。新河岸川が神田川，石神井川に比べ低いのは,工業廃水の流入に主る

汚染が原因である。

硫酸根海水の混入する千住大橋１４４．５１ｐｐｍで，この上流小合橋では７２６４

ｐｐｍと半減している。

浮遊物千'生大橋，新田橋が７０ｐｐｍ以上で高く，永代橋５６．０ｐｐｍと半減している。

源森川水門８０．２ｐｐｍと浮遊物の多い水門がある。

ＡＢＳ/両国橋より上流は，０．７ｐｐｍ以上であるが，新河岸川では０．４１ｐｐｍと半減

している。

(6)石神井川と支流

ＰＨ石神井池のＰＨが４月，１０月と７月，１月で極端に違う。４月，１０月は８．２，

８．４とアルカリ性となり，７月，１月は６．６，６．８と酸性となっている。その他の地点で

はズ０と中性に念っている。

溶存酸素量豊島橋２．１６ｐｐｍの水は石神井池の酸素の豊富左水が合流し，中之.橋で
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５．０４ｐｐｍと増加し，南桜僑の酸素の少急い水と合流後，台橋１．５５ｐｐｍと半減し，途

中で曝気が行われ，河口の瀧田橋で５．９７ｐｐｍと増加している。

塩素量田柄川南桜橋５４．６２ｐｐｍと高く，河口及び豊島橋が低く，中流部及び田柄川

が高いのは，家庭廃水に原因している。

沃素消費量各地点とも２０ｐｐｍ以下であるが，田柄川南桜橋５２．５５ｐｐｍと非常に

高い水が流入し，台橋で２４４７ｐｐｍと左っている。

ＯＯＤ沃素消費量と同じ傾向がみられ，田柄川南桜橋４１．９６ｐｐｍと高い水が流入し，

台橋より下流が汚染されている。

ＢＯＤ田柄川南桜橋６２５９ｐｐｍと非常に高く”上流豊島橋４１．０２ｐｐｍ，下流溝

田橋４８．１８ｐｐｍと左り，石神井川全地点ＢＯＤが高い。

アンモニヤ態窒素ＢＯＤと同じ傾向がみられ，豊島橋，田柄川南桜橋，中根橋，溝田

橋と５ｐｐｍ以.上の高い値となっている。

硫酸根石神井川は海水の混入が左〈，全地点とも低いが，田柄川南桜橋は１００．７４

ｐｐｍと高い値を示し，これより下流は，田柄川の影響で４０～６０ｐｐｍとなっている。

ＡＢＳ石神丼池０．５２ｐｐｍであるが，住2壱街と左る台橋；中根橋，溝田橋と１ｐｐｍ

以上の高い値を示している。

(7)神田川と支流

ＰＨ高戸橋でややアルカリ性の水が末広橋富で流下すると酸性を示し，永福橋で6.7

となり，井之頭池でＺ１とアルカリ性になる。善福寺川では善福寺池Ｚ６とアルカリ'住の

水が宮下橋で６７と|峻|生に変わる。桃園)||末広橋ス０，妙正寺川寺斉橋6.9である。

溶存酸素量井之頭池４．９６ｐｐｍ渦永福橋で０．９５ｐｐｍと消費され，流下に従い曝

気されて酸素;量か増加し河口柳橋で０．５２ｐｐｍと極端に減少している。,｣、石川橋～柳橋

間で酸素の消費が大きい。妙正寺)||寺斉僑５．５７ｐｐｍと豊富を水が流入している。末広橋

では本iii肱りも桃園川が１ｐｐｍ高い。日，本７i喬)||江戸橋で００４ｐｐｍと無酸素状態である。

塩素量柳橋は隅田川から海水の混入した水のため２６２１．２７ｐｐｍと非常に高いが,こ

れより上流小石)||橋では４５．４４ｐｐｍと減少している。善福寺池は井之頭池に比べ非常に

高く，家庭廃水の流入があるものと思われる。日本橋川江戸橋は海水によって５７９２６６

ｐｐｍと高い。

沃素ii消費量柳橋は隅田川の影響で５２．４０ｐｐｍと高く左り，１０～２０ｐｐｍである

が，中野柳橋で１０ｐｐｍ以下とまっている。日本橋川江戸橋は２２５５ｐｐｍと高い。

ＣＯＤ井之頭池から流下に従って増加し，末広橋，高戸橋で大きな増加を示し，河口

で２Z４６ｐｐｍとだる･妙正寺川寺斉橋５６．０１ｐｐｍ，桃園川末広橋５５．０２ｐｐｍと

ＯＯＤの高い水が流入している。

ＢＯＤ井之頭池２．１５ｐｐｍ，宮下橋ＷＬ２５ｐｐｍを除けば全地点２０ｐｐｍ以.上で，

－８－

Ｐ▲,



特に桃園川末広橋８５０７ｐｐｍ，日本橋川江戸橋７１．７５ｐｐｍである。善福寺池は

２０．１５ｐｐｍと高い。

アンモニヤ熊窒素井之頭池より流下に従って増加し，柳梼８．７６ｐｐｍとなっている。

日本橋川江戸橋，妙正寺川寺斉橋はZ０ｐｐｍ以上である。

硫酸根柳橋５４５Ｂ６ｐｐｍと高く，小石111橋で１２６５ｐｐｍと減少している。日本

橋川江戸橋も５４０７５ｐｐｍと高い。

浮遊物井之頭池より流下に主って増加し，中野柳橋から末広橋で２，倍に増加し，高戸

橋，小石川橋は１００ｐｐｍとなっている。

ＡＢＳ各地点といｐｐｍ以上で，永福橋中野柳橋新開橋，高戸橋，妙正寺川寺斉

橋では２ｐｐｍ以上である。神田川及び支流は住宅地が多いためＡＢＳも高く左っている。

(8)目黒川と支流，古川，立会川

ＰＨ烏山川大橋６．８，立会川浜川橋６．６，庚申橋6.4と酸性を示すほかは，Ｚ０と中

性である。立会川は浜川橋，庚申橋共に酸性となっている。

溶存酸素量北沢Ill大和橋１．７７ｐｐｍと烏山川大橋５．１９ｐｐｍが合流し，東仲橋5.49

ｐｐｍと増加し，蛇崩)||明治橋１．９１ｐｐｍが合流する太鼓橋で５．５７ｐｐｍと変化左〈，昭

和橋１．４５ｐｐｍと半減している。古川では稲荷橋５．０６ｐｐｍであったものか，金杉橋

０．８１ｐｐｍと無酸素に近い状態雀で消費されている。立会川では庚申橋Ｍ７ｐｐｍが，

浜川橋２９４ｐｐｍとあさり減少がみられない。

塩素量上流より太鼓橋寮で５０ｐｐｍ以下で変動かをいが，昭和橋は海水の混入があ

り２７１Ｚ５０ＰＰｍと非常に大きな値となっている。古川では金杉橋で２１５．１５ｐｐｍ

と海水の混入がみられ，立会川でも浜川橋２００２５ｐｐｍと海水の混入がみられる。その

他の地点は５０ｐｐｍ以下である。

沃素消費量東仲橋（２８０ｐｐｍ）から太鼓橋（１２．０８ｐｐｍ）で２ｐｐｍ増加し,太

鼓橋から昭和橋（１８．２４ｐｐｍ）で６ｐｐｍ増加している。古川では稲荷橋１２．９６ｐｐｍ

から金杉橋１４．５９ｐｐｍとあさり変動がたい。立会川では庚申橋１２６６ｐｐｍから浜川

橋２６．１６ｐｐｍと２倍に増加している。

ＯＯＤ目黒川では５０ｐｐｍ以下である。立会)||庚申橋５２９８ｐｐｍ，浜川僑

５８．６５ｐｐｍと非常に高く，古川では５４．２２ｐｐｍ，金杉橋２７Z８０ｐｐｍとなっている。

立会川は非常に汚染されている。

ＢＯＤ烏山)||大橋，北沢)||大和橋，蛇崩)||明治橋と目黒川に流入する河川に高いもの

が多く，太鼓橋５Z９６ｐｐｍと減少し，昭和橋４１２２ｐｐｍと５ｐｐｍ程度増加する。立

合川では庚申橋７０１７ｐｐｍから浜川橋８２５８ｐｐｍと増加し，古)||では稲荷橋６０８７

ｐｐｍから金杉橋５１．０８ｐｐｍと減少している。

アンモニヤ態窒素目黒川では８～９ｐｐｍと高くたり，古川では８．５ｐｐｍ，立会川で
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はｚ５ｐｐｍと各地点とも高い。

硫酸根太鼓橋主り上流は２０～２５ｐｐｍで河口の昭和橋が２４Ｚ９２ｐｐｍと高い。
古川では金杉僑が１１２７５ｐｐｍと高く，立会川では浜川橋２７０８９ｐｐｍと高くだっ
ている。これらはいづれも，河口のためi毎水の混入が原因している。

浮遊物立会川浜川橋２９７１０ｐｐｍと非常に高く，庚申橋７８０ｐｐｍ，古川稲荷橋
７２．５ｐｐｍ，烏山川大橋６６．５ｐｐｍを示すが，その他の地点は５０ｐｐｍ以下である。
ＡＢＳ各地点とも非常に高く，特に立会ﾉ||浜川橋５．１２ｐｐｍ,蛇崩川明治橋５．５０ｐｐｍ
北沢川大和橋５．１２ｐｐｍと左っている。

（９）呑川，内川，宇奈根川，矢沢川

ＰＨ呑川水源は家庭廃水のため６．８と酸性と左るが，これより下流はZ０，ズ１と中

｜生にたる。内川一之橋は５．８と酸性を示し字奈根ﾉ１１ズ２，矢沢川矢川橋Ｚ１となっている。
溶存酸素量呑川水源５．８９ｐｐｍから下流に従って少しづつ消費され，水試前では
０．９９ｐｐｍと無酸素に近い。内川１．２９ｐｐｍ，矢沢川５．０９ｐｐｍ，宇奈根川４．４５ｐｐｍ
で，曝気が行われるためである。

塩素量水試前５２２５．００ｐｐｍと高く堤方橋より上流は４１～２９ｐｐｍである。内
）||は１５８．８１ｐｐｍ，矢沢川５６．５４ｐｐｍ，宇奈根川２５３０ｐｐｍである。

沃素消費量堤方橋より下流に１０ｐｐｍ以.上の値がみられる。特に内川５２．２６ｐｐｍ，
潮見橋２Z８６ｐｐｍとたっている。

ＯＯＤ呑川水源から水試前まで２０～２５ｐｐｍで，内)''４４．７５ｐｐｍ，宇奈根川
１１．５１ｐｐｍ，矢沢川１５．１７ｐｐｍを示している。

ＢＯＤ呑川水源４２５２ｐｐｍが流下し石川橋で１０ｐｐｍ減少し，水試前で４２９１

ｐｐｍとなる。内川６０６６ｐｐｍと非常に高く，宇奈根)''１１６９ｐｐｍ，矢沢ﾉ'’２１２０
ｐｐｍである。

アンモニヤ態窒素呑川は５～６ｐｐｍで高く，内川６．７２ｐｐｍ，宇奈根川２６６ｐｐｍ，
矢沢川５．５０ｐｐｍと全地点非常に高い値である。

硫酸根呑川水試前，潮見橋内ﾉll等河口に近い地点は高く，その他の地点は５０ｐｐｍ
以下である。

浮遊物内川１１１．１ｐｐｍ，堤方橋７０５ｐｐｍ，宇奈根)ｌｌ６Ｚ５ｐｐｍの他は５０ｐｐｍ
以下である。

ＡＢＳ呑川，内)11,矢沢ﾉ||は１～２ｐｐｍで特に呑川中流部石川橋２７７ｐｐｍ，矢川
橋２．２５ｐｐｍである。

⑩都内南部河川

各河川とも，溶存酸素ご量も高く，塩素量，ＯＯＤ，ＢＯＤ，アンモニヤ態窒素等が低く

清浄左河川であるが，境Ⅱ鶴間橋は，酸素量４．９２ｐｐｍ，塩素量５，９４ｐｐｍ，ＯＯＤ
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８．４７ｐｐｍとなっている。

01）都内北部河川

新河津川芝宮橋，志村橋は４８～Ｚ０と酸|生を示すが，柳獺川，空堀川等はズ０～ヌ６

である。溶存酸素量も高く，志村橋４１９ｐｐｍと低くたっているほかは，５ｐｐｍ以上で

ある。塩素量は，都内各河川上，中流部とあ富り変らず，２０～６０ｐｐｍである。ＯＯＤ，

ＢＯＤ，アンモニヤ態窒素等は白子川河口及び新河岸川が高く左っている。

(12）５年間の変動

江戸川

ＰＨは５５年度，５６年度ともに710を中心に上下しているが，５７年度は６８～6.9

で，わずかではあるが酸'住に傾いている。溶存酸素量は５５年鹿５６年度ともに泙上流

ほど増加しているが，５６年度は今井橋東京側より上流でやや減少し，同千葉煩ばり下流

で増加している。５７年度は全地点１０ｐｐｍ以上で，かつ流程による変動は見られない。

海水による塩素イオン量への影響は各年度とも今井僑童でしか見られない。上流ほど低い

値を示し，市川橋では各年度とも２０ｐｐｍ以下の低い値を示している。沃素消費量は，下

流部では５５年度5.5ｐｐｍ以下であるが，５６年度今井橋，浦安僑各東京側でそれぞれ

１０５ｐｐｍ，８．７ｐｐｍと高い値を示し，５７年度同じ地点でそれぞれ５．６ｐｐｍ，６．１

ｐｐｍとなっている。上流部は'低い値を示し，５６年度は最も低い値を示して'ハるが，５７

年度篠崎水門で５．２ｐｐｍと比較的高い値を示している。ＯＯＤは上流部は沃素消費量同

ノ原，５６年度が最も低い値を示し，５７年度篠崎水門で５．８ｐｐｍとやや高い値を示してい

る。下流部では５６年度今井橋千葉側，浦安橋で低い値を示しているが，今井橋東京側で

１２１ｐｐｍと最高の値を示し，５７年度は今井橋東京側で２０ｐｐｍに低下しているが，

その他の地点では増加１－ﾉている｡ｱﾝﾓﾆｱ態窒素は,各年度とも，ほとんど１ｐｐｍ以下である

が５６年.度今井橋，浦謝喬各東京側でそれぞれ１．６６ｐｐｍ，１．０５ｐｐｍと高Ｗ直を示し

ている。各年度とも篠崎水門より上流で低い値を示し，今井橋，浦安僑各東京側で高い値

を示している。ＢＯＤは３７年度は５６年度より低い値を示し，硫酸根は逆に高い値を示

している。５カ年を通じ各項目とも流程による分布の傾向には変動はなく汁上流に行くほ

ど清澄に左り，本洲製紙排水の流下する今井橋，浦安橋各東京側では千葉側に比べて汚染

されている。５７年度は水質基準が定められたためか，特に汚染か進んではいないが，汚

染の範囲が篠崎水門附近責で広がる傾向が見られる。

中川，綾瀬川

ＰＨは，５５年度，５６年度共に６８～Ｚ２であるが，５７年度には綾瀬川内匠僑中

川葛西橋で６．９，その他の地点で６．７と微酸`住に傾いている。溶存酸素量は，綾瀬川は

５５年度０４ｐｐｍ以下であるが，５６年度は１～５ｐｐｍ，５７年度には４～5ｐｐｍに増

加し，内匠橋で中之僑より高い値を示している。中川は，５５年度，５６年度は大差左〈，
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上流ほど溶存貴が大きい。５７年度は各地点とも増加し，葛西小橋で6.5ｐｐｍ，飯塚橋で

ヌ９ｐｐｍを示している。塩素イオン量は，：各年度とも中川は高砂橋富で，綾瀬川は中之僑

寮で海水の影響が見られる。綾癩川内匠橋で高い値を示すが，これは人工汚染によるもの

である。沃素消費量は，中川では高砂橋，本奥戸橋でそれぞれ１２２ｐｐｍ，５８．０ｐｐｍ

と箸ろし〈増加しているのを除け感３５年度より５７年度にかけ年々減少している。綾

瀬川では，中川より高い値を示し，５７年度は，内匠橋は１０．５ｐｐｍで，中之;篇の９１ｐｐｍ

より高くなっている。ＣＯＤは，５６年馴鹿は高砂橋，本奥戸橋で５５年度主り高い値を示

し，葛西橋，飯塚橋，綾瀬川の二地点で低い値を示している。５７年度中川では，葛西小

橋の715ｐｐｍを除けば，前二年度より高い値を示している。綾瀬川では内匠橋で５７年

度１４．８ｐｐｍを示したのを除いては，年々値が低下している。綾瀬川は汚染ざ純Cおり，

箸るし〈高い|直を示し，中川では高砂橋,本奥戸橋で高い値を示している｡ｱﾝﾓﾆｱ窒素態は，

綾瀬川では５５年度２～４ｐｐｍ，５６年度２．５～２．５ｐｐｍ，５７年度１．５～１８ｐｐｍと

年々値が低下している。中川では５５年度葛西小橋で5.9ｐｐｍを示したのを除けばり各年

度とも１ｐｐｍ前後の値を示している。５５年度の綾瀬川を除けば下流ほど値が高くなるの

は，下流ほど還元fiE用が大きく蛋白質の分解が盛んになるためと考えられる。ＢＯＤは全

地点とも５７年度は５６年度より低い値を示している。特に高砂橋で５６年度２０．７ｐｐｍ

が５７年度Ｚ２４ｐｐｍと低下し，中之僑で２４．０ｐｐｍが２６４ｐｐｍと低下している。
硫酸根は内匠橋，飯塚橋ともほとんど変動が見られない。

荒川放水路

ＰＨは各年度とも同じ傾向を示し，河口部では海水の影響をうけアルカリ性を示すが，

芝川水門童で'｡こ上流ぽど低くなり微酸性を示すが，新荒川大橋ではぽぽ中性を示している。

溶存酸素量は，各年度とも同じ傾向を示し几新荒川大71喬では５～５ｐｐｍの酸素を含むが，

江北橋から西新井橋にかけ少なくなり，西新井橋から新四ツ木橋の間は５５年度１ｐｐｍ以

下，５６年度は１．５ｐｐｍ以下）５７年度は２ｐｐｍ以下の･値を示し，小松川橋から葛西橋

にかけて海水の影響をうけやや回復している。塩素イオン量は，河口部より綾瀬水門，堀

切橋童で海水の影響が見られる。ＯＯＤは，各地点とも５５年度より５７年度にかけ値が

低下しているが，ほぼ同じ傾向を示し，江北橋より新四ソ木僑の間で最も汚染がはなはだ

しく，５５年度は江北橋で，５６年度，５７年度は西新井橋で最高の値を示している。隅

田水門より流入する水は最も悪質で５５年度５４９ｐｐｍ，５６年度２５１ｐｐｍ，５７年

度２２１ｐｐｍを示し，荒川放水路の最大の汚染源と左っている。沃素消費量は，本流では

江北橋を除いては，５５年度より５７年度にかけ値が低下している。本流で最大値を示す

のは，５５年度，３７年度は西新井橋で，それぞれ２７ｐｐｍ，１５ｐｐｍと，５６年度は

堀切橋で１５ｐｐｍと表っている｡上流下流で値が低下して(ハるが５５年度は下流の小松川

橋，葛西橋で高い値を示している。ＢＯＤは，本流では，新荒川大橋で５ｐｐｍ前後である
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が江北橋支でに著しく汚染され，５６年度は西新井橋で，５７年度は江北橋で最大値を示
している。３７年度は江北橋より下流で５６年度主b低い値を示し，下流ほど値が低くな
づ、､る゜アコ/二E=了態窒素は江北橋と新四ソ木橋の間で嵩､値を示し処上流部，下流部で値が低
くなっている。５５年度，５６年度はほぼ同じ値を示し，５ｐｐｍを越えをいが，５７年度
は新荒川大橋で５ｐｐｍ,西新井橋で８ｐｐｍ,葛西橋で４６ｐｐｍと著しく高い値を示して
いる。硫酸根は，隅田水門，小松川橋を除き５７年度は，５６年度より低い値を示してい
る。海水による影響は堀切橋吏で見られ，これより上流では値が低くたっている。隅田水
門，芝川水門，綾瀬水門より流入する水は，いずれも汚染されており，特に隅田水門エリ
流入する隅田川の水は極度に悪質で荒川放水路の最大の汚染源とだっている。沃素消費量
ＯＯＤ，ＢＯＤは５５年度から５７年度にかけ値が減少し，アンモニア態窒素は逆に増加す
る傾向が見られるが，これは隅田川の水質と一致している。
隅田川

ＰＨは，河口部相生橋主D下流では海水の影響をうけアルカリ性を示す。５５年度，５６
年度は言間橋より，５７年度は両国橋より上流で微酸性を示し汗上流に行くに従いＰＨが
低下し，新河岸川志茂|喬では６を割っている。溶存酸素量は，志茂橋で１～２ｐｐｍを，岩
淵水門で２～５ｐｐｍを示すが，新田橋,小合橋附近より言間橋，駒形橋附近富ではほとん
ど無酸素状態になりァ河口附近では海水の混合によりやや溶存量を増している。５７年度
は５６年度に比べてわずかに高い値を示している。塩素イオン量は，各年度とも小合橋の
下流までは海水の影響が見られるが，小合橋では８０４／Ｏ｣Lが海水比よりずれているＪ上
流部では５６年度７７～２０４ｐｐｍと高い値を示したが，５７年度は５０～８８ｐｐｍと
前年よりは低い値を示している。沃素消費量は，海水による稀釈をうける永代;橋より下流
では各年度とも２０ｐｐｍ以下の値を示している。中叶上流部は年度により異った分布を示
し，５５年度は駒形橋で最大値４６ｐｐｍを示し，これより上流で４０ｐｐｍ以上のほぼ一
定した値を示し，５６年度は駒形橋で最大値４８ｐｐｍを示し白鬚橋で極大1直を示し，それ
より上流ほど低い値を示し，５７年度は駒形橋で最大値５４ｐｐｍを示し，千注大橋蚕で
５０ｐｐｍ以上のほぼ同じ値を'保ったのち上流ほど低い値を示している。志茂橋では，５５
年度４６ｐｐｍ，５６年度１６ｐｐｍ，５７年度５２ｐｐｍと変動がはげしい。ＣＯＤは，
５５年度，５６年度は上流ほど高い値を示し，志茂橋では５０ｐｐｍ前後の1直を示している。
５７年度は志茂橋で５０ｐｐｍと比較的低い値を示しているので新田橋は２４ｐｐｍと低い

β－

値を示し，千住大橋で最大値４６ｐｐｍを示している。５６年度は高V、値を示し，５７年度
はやや回復し、､る゜ｱﾝﾆEニア態窒蒸工５５年度２５ｐｐｍ以上，５６年度４ｐｐｍ以上，５７
年度Ｚ５ｐｐｍ以鬮上と全地点とも年度ごとに増加している。各年度とも新大橋と千住大;喬
の間が最も汚染されている。ＢＯＤ!±，５６年度，５７年度とも同じ傾向を示し，上流ほ
ど高い値を示し，千住大橋で最大値を示し，その上流では低下している。硫酸根は.上流侭
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ど低い値を示すが，海水による影響は千住大橋雀で見られ，小合橋より上流は廃水によ:る

汚染が目立って(ハる゜５７年度は５６年度より低い値を示し，新田橋，小合橋ではほぼ半

分の値を示している。

隅田川は各種産業廃水う都市廃水による汚染が箸るし〈進んでおり，死んだ川の様相を

程している。そのためか，この５年間に顕著を汚染の進行は見られず，ＯＯＤ，ＢＯＤ，

沃素消費量はむしろ年度ごとに低い値を示している｡一方アンモニア窒素は逆に箸るし<増
加しているので，浄化の方向に向いているとは言い難い。

神田川水系

ＰＨは宮下僑永福僑で微酸性を示し，善福寺池で微アルカリ性を示す。高戸橋ではや

やアルカリ性に傾く傾向が見られる。溶存酸素量は水源の善福寺池，丼の頭池では７ｐｐｍ

以上を保っているが,永福橋，宮下橋では２ｐｐｍ前後の低い値を示している。中流部は流

速が大きく酸素補給が豊富に左されるためと，妙正寺川寺斉橋が高い値を示すため高戸橋

では４～５ｐｐｍに増加しているが，これ去り下流では次第に減少し，隅田川に流入する柳

橋では１ｐｐｍ程度の最小値を示している。塩素イオン量は，海水に主る影響は柳橋にのみ

見られる。丼の頭池は０ｐｐｍ附近の低い値を示すが，書畠寺池は下水により汚染ざれ４０

ｐｐｍ以上の高い値を示すｄ妙正寺川も高い値を示している。沃素消費量は下流ほど高い

値を示し５６年度，５７年度は５５年度に比べ箸るし〈汚染されている。善福寺池は５５

年度５ｐｐｍ'５６年度１０ｐｐｍ，５７年度８ｐｐｍと高い値を示している。ＯＯＤは中

流部の汚染が特にはげしく，各年度とも高戸橋で最大値を示している。善福寺池は１０

ｐｐｍ以.上の高い値を示し，井の頭池は５６年度１１ｐｐｍであったが，５７年度は５ｐｐｍ

に回復している｡ｱﾝﾓﾆｱ態窒素は善福寺池では55年度，５６年度それぞれ１０ｐｐｍ，８

ｐｐｍと最大値を示したが，５７年度には２ｐｐｍに回復している。井之頭池は５５年度，

５６年度ほとんど０であったが，５７年度は1.7ｐｐｍに増加している。永福橋宮下橋で

すでに５ｐｐｍ以上に汚染ざれ下流に行くに従い高い値を示し，柳橋では７～９ｐｐｍを示

している。ＢＯＤは中野柳橋より下流で５０ｐｐｍ以上の大きな値を示している。５７年度

は５６年度に比べ高い値を示し，中流部より下流では５０～８０ｐｐｍと汚染された値を示

している。硫酸根は，５７年度は上流部において５６年度よりやや低い値を示し，中野柳

橋主り下流ではやや高い値を示している。

井之頭池では左お汚染はあ玄D見られないが，善福寺地は５５年度はすでに下水にエリ

汚染され，都内住宅地の中心を流域としているため，家庭廃水都市排水を集め下水化し

汚染が限度に達しているため，５７年度特に汚染は進んでいない。

石神井川水系
ｎ

ＰＨは各年度ともＺ０～6.8であるハ５７年度石神井池はアルカリ'住を示している。

溶存酸素量は石神井池では１０ｐｐｍ以上であるが，豊島橋では２ｐｐｍ前後の低い値を示
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している。各年度とも同様の傾向を見せ『台橋（５６年度は中根橋）で最も低い値を示し，

下流の溝田橋でやや高い値を示している。塩素イオン量は各年度とも中根橋，台橋で最も

高い値を示しその上，下流で減少している。５７年度は５６年度に比べやや大き左値を示

している｡沃素消費量は，５５年度台橋が極度に大き左値を示したほかは，各年度ともほぼ

同じ値を示し，南桜橋が最も高い値を示し，本流では台橋が高い値を示している。ＯＯＤ

は５７年度は５６年度と同様の傾向を示している。汚染の最もはげしいのは南桜橋で，次

いで溝田橋，中根橋，豊島橋が高い値を示す。アンモニア態窒素は，南桜橋で最大値を示

し，中根橋がそれに次いでいる。５７年度は５６年度とほぼ同じ値を示すが豊島橋の汚染

が進んでいる。ＢＯＤは，５６年度，５７年度ともアンモニア態窒素と同じ傾向を示すが，

本流では５７年度涛田橋で最大値を示している。硫酸根は，上流ほど低い値を示すが,５７

年度は３６年度に比べて，高い値を示している。南桜橋で最大値を示している。石神井川

は豊島橋においてすでに汚染がはなはだしいが，石神井池の水を合流後，やや回復する。

しかし田柄ﾉｌｌの水は最も汚染されているため台橋で最も汚染され，そのまま隅田川に流入

し，隅田川の汚染源となっている。

目黒川水系

ＰＨは，目黒川太鼓橋で５５年度6.5と酸性に傾いた力３５６年度６．９，５７年度６．９５

と中性に走っている。立会｣||浜川橋では５６年度6.9を示しているが，５ア年度は６．６５

と酸性になっており当水系の最低値を示している。溶存酸素量は各年度とも目黒川中流の

太鼓橋,東仲橋で高い値を示し５～５ｐｐｍの値を示している。５６年度は高い値を示し，

５７年度は５５年度と同じかやや低い値を示している澗烏山)Ⅱ大橋では５５年度より５７年

'度にかけ値が増加している。塩素イオン量は各年度とも古川金杉橋，目黒川昭和橋，立会

川浜川橋で海水の影響が見られる。他の地点では５６年度が最も高い値を示し，５７年度

は５５年度よりやや低い値を示し，４６ｐｐｍ以下の値を示している。沃素消費量は５６年

度全地点とも５５年度より低い値を示したが，５７年度はふたたび値が高くなっている。

５７年度浜川橋で２６ｐｐｍ，大和橋で２２ｐｐｍと高い値を示している。ＯＯＤは，立会

川が最も汚染されており，５７年度浜)||橋で５９ｐｐｍを示し，次いで古川稲荷橋で５４

ｐｐｍを示している。５７年度は56年度より高い値を示している。アンモニア熊窒素は各地点と

も５５年度は５ｐｐｍ以上，５６年度は４ｐｐｍ以上と汚染が激しいが，５７年度は明治橋
で６．４ｐｐｍ，その他の地点で７ｐｐｍ以上とさらに高い値を示している。各年度とも，大

橋，大和橋で高い値を示すが，５７年度には，それ童で５ｐｐｍ台であった河口部も７ｐｐｍ

を示している。ＢＯＤは，５７年度烏山川の大橋を除いた各地点で５６年度より高い値を

示し，古川立会川，蛇崩川では箸るし〈増加している。硫酸根は蛇崩川明治橋，古)||，

目黒Ⅱ|河口を除いては各地点とも５７年度は高い値を示している。目黒川水系は上流は住

宅地帯，下流は城南商工業地帯を流域としているため，５５年度にはすでに，都市廃水，
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家庭排水，工場廃水により汚染ざれ下水化しているが，５６年度は凌喋され，河床の汚泥

が除去された結果やや水質が回復している。しかし，汚染度が箸るしいため５７年度は，
富たもとにもどっている。

呑川水系

ＰＨは，各年度を通じ呑川堤方橋，石川橋，呑川水源は酸'住を示し７矢沢川矢ﾉ'1橋，宇

奈根川宇奈根橋は微アルカリ性を示す傾向が見られる。溶存酸素量は各年度とも宇奈根橋，

矢川橋が高い値を示し，河口部では1ｐｐｍ以下の無酸素状態になっている。各地点とも

年度ごとに値が低下する傾向が見られる。塩素イオン量は水試前，潮見橋，一之橋で海

水の影響が見られ，その他の地点では各年度を通じ，５０ｐｐｍ以下の値を示している。沃

素消費量は５５年度河口部で箸るし〈高い値を示したが，５６年度は１５ｐｐｍ以下に低下

し，５７年度は増加している。その他の地点でも，５６年度は最も値が低い。ＯＯＤは，

一之橋，潮見橋は箸るし〈汚染ざれ５５年度には高い値を示し，水試前も，年度ごとに高

い値を示している。呑川水源は最も汚染されている。宇奈根川は５５年度はあまり汚染さ

れていないが,５６年度8.7ｐｐｍ，５７年度１１５ｐｐｍと急激に汚染が進んでいる。アンモニ

ア態窒素は，５５年度，５６年度最も汚染の箸るしい潮見橋は５７年度は４．８ｐｐｍと低

下しているが，一之橋，水試前では，それぞれ6.7ｐｐｍ，５．２ｐｐｍと高くなっている。

５７年度は各地点と６１ｐｐｍ以上高い値を示し宇奈根川は特に箸るし〈，５７年度Ｒ７

ｐｐｍと最大値を示している。ＢＯＤはＯＯＤと同じ傾向を示し，河口部,呑川水源が最も高

い値を示し，５０～６０ｐｐｍを示している。硫酸根は，河口部で海水の影響が見られるが，

その他の地点では，明治橋を除き，３７年度は５６年度より高い値を示している。呑川水

系は，目黒川水系と同様に，５５年度すでに箸るし〈汚染され，５６年度は河床の凌漢の

影響をうけ，やや水質が回復しているが，５７年度には蚕走悪化している。

多摩川上流部

ＰＨは，奥多摩石炭岩地帯を水源としている上流部では，氷川大橋で５６年度Z４ｐｐｍ，

５７年度Ｚ８ｐｐｍと弱アルカリ性を示し，支流の日原)|}大丹波川を合流しながらアルカ

リ性を強め，羽村堰堤では５６年度８．１，５７年度は８．５を示している。これ主ｂ下流で，

平井川，秋川，谷地川の水を集め，拝島橋では５６年度，５７年度ともＺ７を示し，日野

橋でやや高い値を示した後，下流に行くに従い低下し，丸子堰堤上ではほぼ中性とたり，

５６年度Ｚ２，５７年度ズ０を示している。溶存酸素量は，都市廃水，下水の混入する浅川

大和田橋水無瀬川で６～７ｐｐｍの低い値を示している。本流では，１０ｐｐｍ以上の値

を示すが,宇奈根川，矢沢川合流後，丸子堰堤上で５６年度Z１ｐｐｍ，５７年度5.6ｐｐｍ

の低い値を示している。塩素イオン量は，羽村堰堤雀では低い値を示し，これより下流で

急激に増加し日野橋では１０ｐｐｍを越え，下流に行くに従い高い値を示し丸子堰堤上で

は２０ｐｐｍを越えている。支流では浅川，平井川，谷地川の順で大きな値を示す洗秋)|’
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は本流と同程度の低い値を示している。ＯＯＤは，浅川では３７年度汚染が進み水源部を

除き５ｐｐｍ以上の値を示している。その他の支流では谷地川の汚染が目立っている。本

流では，５７年度は５６年度より高い'値を示し，浅川流入後の関戸橋で5.4ｐｐｍ，丸子堰

堤上で６．１ｐｐｍに増加しているが，羽村堰堤坐り上流では砂利採取場のある軍畑，大正橋

を除いては汚染されてＷ:』ごいｺｱﾝﾓｺﾞ題窒素は,５７年度は,浅川大和田橋で２５ｐｐｍと高

い値を示し'そのため関戸橋是政橋で１ｐｐｍ以上の値を示している。谷地川旭橋で0.8

ｐｐｍ，丸子堰堤上で２．５ｐｐｍを示すのを除いたその他の地点は0.6ｐｐｍ以下の低い値

を示している。

浅川下流甑日野橋附近には，立川市，八王子市，日野町の処理不充分の都市廃水が流

入し年をおってこの影響が強くなり，浅川本流の日野橋より是政橋の間で汚染が進んで

おり，二子玉川，丸子堰堤間も年々汚染が進んでいる。

多摩川下流部

ＰＨは，河口で海水の影響をうけ，５５，５６年度Z４，５７年度はＺ８とアルカリ,住

を示しブその他の地点はＺ１～ズ２を示している。溶存酸素量は，多摩)||大橋ガス橋，

河口で，５７年度５ｐｐｍ前後を示し，前年度より１～２ｐｐｍ増加している。塩素イオン

量は，全地点とも海水の影響をうけ高い値を示している。沃素消費量は，５７年度は，大

師橋六郷橋，五十間のはなで前年度より高い値を示し，その他の地点で低い値を示して

いる。ＯＯＤは，各年度とも，全地点５ｐｐｍを越えている。５７年度は，大師橋六郷橋

で２Ｚ６ｐｐｍと前年度より高い値を示しているが，多摩川大橋ガス橋ではそれぞれ２５

ｐｐｍ，９Ｌ２ｐｐｍと低くなっている｡アンモニア態窒素は,５５，３６年度４８ｐｐｍを示し;た

多摩)||大橋，ガス橋は，５．７ｐｐｍに低下している。逆に大師橋，六郷橋は，それぞれ，

４．２ｐｐｍ，５．８ｐｐｍに増加している。丸子防潮堰堤よりの溢水がほとんど無いため，流

入する工業廃水，都市下水が停滞し，箸るし〈汚染が進んでいる。５７年度最も汚染が

目立つのは大師橋で，六郷橋とともに前年度に比べて汚染されている。逆に多摩川大橋

ガス橋は前年度に比べて汚染が少なく左っている。

6．童とめ

都内河)||については，５５年４月から５８年５月麦で５年間にわたって１２回（年４回)，

多摩川全流域（丸子防潮堰堤より上流）は５４年６月より５８年５服で７回，多摩川下流

部（丸子防潮堰堤より下流）は５５年４月から５８年２月主で９回調査を行った。

ＰＨ工場廃水の流人の多い線可岸川隠面川，綾瀬川，立会川等は酸性を示すが，その

他の河川はＺ２～、を示している。日原川，多摩川中流部（日野橋，拝島橋）がアルカリ

’住を示している。井之頭池，石神丼池，善福寺池等は，季節により変動が激しい。

溶存酸素量江戸川，中'１|上流，多摩川（丸子防潮堰堤より上流），石神丼池，井之頭池，
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妙正寺川,矢沢川等は，５．００ｐｐｍ以上である。隅田川，荒川放水路，多摩川（丸子防潮fV藍

堤より下流）は，無酸素状態である。

塩素量各河川の河口は海水の影響がみられ，塩素量は高く，田柄川，善福寺池，中根橋

（石神井川），春日橋（湯殿川）は，５０ｐｐｍ以上である。

沃素消費量隅田川，新河岸)'１綾瀬川，田柄川，内川，北沢川等が５０ｐｐｍ以上の大き

あ値がみられる。

ＯＯＤ隅田川，新河岸川，綾瀬)|↓田柄川神田川，古川立会川，呑川，多摩川（丸

子防潮堰堤より下流）等，東京を貫流する河川は，有機物の供給が多く，２０ｐｐｍ以上の値

を示す。

ＢＯＤ､アンモニヤ態窒素ＯＯＤと同様江戸川中川を除いた各地点共高い値を示し，

ＢＯＤ５０ｐｐｍ以上，アンモニヤ態窒素４ｐｐｍ以上と左っている。

硫酸根各河川の河口及び田柄川，綾瀬川は，１００ｐｐｍ以上を示している。

浮遊物江戸川，多摩)||上流を除いた各河川は５０ｐｐｍ以上を示している。

ＡＢＳ住宅地を貫流する石神丼)||，神田川，目黒川，呑川等は２ｐｐｍ以上と表ってい

→

’４，。
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多摩川中・上流部と支流
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調査地点名 調査月日
水温
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溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

ＯＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンモ二宮ヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

多
摩
川

丸子堰堤

子橋

多摩水道橋

多摩川原橋

是政橋

関 Ｆ。 橋

日野橋

福島橋

拝島橋

羽村堰堤

多摩川橋

万年橋

軍畑

大正橋

白
？

九

氷川大橋

5z５．２０

記．５２６

5ズ５２０

５８．５２６

5Z５．２０

５８．５．２６

5Z５．２０

５８．５２６

０
６

２
２

。
●
●

－
５
３

●

訊
調

5Z５．２０

５８．５．２６

如
必

一
○
５

Ｚ
８
５
５

5Z５２０

５８．５．２６

5Z５２０

５８．５２６

０
６

２
２
●
●

５
５

●

Ｚ
８
５
５

5７１５２０

５８．５．２６

5Ｚ５．２０

５８．５．２６

０
６
２
２
□
●

５
－
６

●

Ｚ
８
５
５

０
６
２
２
●
●

５
５

Ｚ
８

『
６
５

5Z５．２０

５８．５．２６

5ズ５．２０

５８．５．２６

1２８

１０．８

幻.６

1５．１

20.2

120

０
４
●
●

０
５
２
１

20.5

11.9

21.4

14.5

2２６

１５．０

20.9

15.7

1８．４

２４

1８．２

ズ０

1Ｚ5

10.5

1５．０

１０．０

1４．６

8.4

11.4

２５

’４

６．４

６
７
●
●

５
８

１

6.9

ズ１

ズ１

8.0

z１

ズ５

ズ２

ズ６

z２

ｚ２

Z４

ｚ４

8.4

8.6

ｚ４

ズ８

8.o

z４

８．４

８．２

Ｚ８

Ｚ６

8.0

8.2

Ｚ８

８．０

Z６

８．２

Ｚ４

ズ４

Ｚ６

８．０

5.81

5.55

1２．２７

１４．７５

14.21

1221

1１．５１

1５．５７

1０．９５

１０．５９

1１．７４

１０．７７

1４．２７

１５．００

９７５

1１．１１

1０．５５

１１．１６

1２．０１

1５．５０

10.52

11.06

1０５９

１２．１２

1０．２０

１１．９４

1０．４２

１１．５８

10.98

11.64

9L５７

1１．７５

21L６９

22.41

1２５５

５０．７４

1５．９５

１８．５７

1５．９９

１６．６５

15.17

1Z２９

1５．１７

1９２１

21.84

11.55

6．９５

５．１２

5.55

1４．７５

0．９２

２５６

4．８４

20.49

2.62

0.15

２
５

６
１
２
０

0.65

2.56

０

1．９２

０

0．１５

4.Ｍ

8．１０

2．８０

２．２７

1.09

2.08

1．０９

５．７８

0．９５

４．１６

1．７１

５．１１

5．１１

2.58

0．４７

１．５４

0．１６

１．６４

0．９５

１．５８

0．５１

0．９５

0.62

1.55

２０２

１．１０

2.80

1.58

1．８６

１．５９

1．５５

１．１０

1．４５

2.17

2.58

1.45

2.詔

７
８
５
９
●
■

１
２
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5．８０
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5．０１
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４

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

9L９１

1１．１６

２８０

11.70

Ｒ
）
列
Ｉ
列
４
／
○

列
４
Ｒ
〕
Ｒ
）
頁
）

●
Ｕ
■
●

４
２
４
２

１

0．４７

１．１７

０．１６

１．１７

0．６５

０．８５

1．０８

８
４
０
０
●
●

０
０
０
０

（
二
ロ
〕

〔
Ｕ

Ｚ
）
ｎ
Ｕ

Ｒ
）

旧
刀
一
冊

1２．０

ズ０

０

tｒ



膳
匝搬

丹
一
日
原
Ⅱ

厄一Ｍ「川

4，０８１ヌヨ９

14

-５９－

調査地点名 調査月日
水温

℃

ＰＨ
溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

ＯＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンモニヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

秋
川 秋川橋

日向吊橋

5Z５．２０

５８．５．２６

5z５．２０

５８．５．２６

20.4

11.9

1８．２

１０．４

４
２
●
●

８
８

8.2

７５

２９４

11.76

９４５

11.19

0.92

0.15

０

1．９２

0.78

1.61

0．５１

1．０７

1．５５

０．９６

０
０

０

0，６

51.84

72.86

6.6

1.2

０．０５

０北
秋
川

白倉 5Ｚ５．２０

５８．５．２６

1２０

１０８

8.1

8.0

，０６

1０．７２

０

1．９２

０．４７

１．１０ 0．７７

０

0.06 62.59 5.2

南
秋
川

馬場 5z５．２０

５８．５．２６

1８．６

１０．８

７６

ズ５

２５２

11.05

1．５１

２５６

0.62

1.10 ０．９５

０

0．０８ 4１７５

浅
川

■

局 幡橋

大和田橋

5z５．２０

５８．５２６

5Z５．２０

５８．５．２６

22.2

1ＺＯ

21.4

16.5

8.o

z４

6.9

6.6

1０．８９

７４９

8.98

5.05

20.55

1９２１

1４．５２

１２８５

5.65

5.58

5.44

18.28

5.46

5.58

5．８１

２５６

216

2.74

0.52

0.76

１６．７４

２ｔ２２

16.15

72.67

11.2

2Ｚ６

８
５
●
●

８
４
１
１

0.58

0.19

0.51

0．５８

南
浅
川

敷島橋 5z5.20

58.5.26

1Z２

1５．１

6.9

6.9

9L１５

Ｑ４９

5２５

６．４０

4.04

5.69 1．６０

０

0．１５ 45.70 4.2

0．０６

０．０６

蔽
矧 大正橋 5Z５２０

５８．５．２６

1ズ８

２８

ｚ６

ズ５

２１８

1０．７５

５
４

５
８
●
●

５
５

1．８６

0．９５

０

0．０８

日
原
川

氷川大橋 5ｚ５２０

調－５．２６

1６．４

１０．５

8.2

8.0

Ｒ２９

10.82

0.52

5.20

1．５５

１．１０

0．５５

１．５０

０

０，７

０

１０Ｚ5２ 5.8

0.07

tｒ

谷
地
川

旭橋 5ズ５．２０

５８．５．２６

1２６

16.1

8.4

z５

10.59

８５７

4.84

8.55

1.09

6.68 5．１５

0．０５

1．７１ 2７，７ 8２．０

ｔｒ

0．６５

平
井
川

多西橋 5Z５．２０

５８．５．２６

２
１
●
●

０
０
２
１

Ｚ６

ズ５

11.51

1２．４９

0.92

1６．６５

0.78

1.52

0．８５

１．２４

０

0．０７

２２５

15.48

ｒ
ｒ

ｔ
ｔ

養
沢
小学校前 5ス５．２０

５８．５．２６

1８．１

２６

Ｚ４

Ｚ６

８９８

11.

5.40

0.15

０

1.辺

0．５７

１．１６

０

0．１７

5.76

2Z９４ 5.4

案
内
川

上椚田橋 5Ｚ５．２０

５８．５．２６

15.5

11.5

ズ０

ズ１

8．２９

２７０

1１．５８

8.55

8．７０

２４２

0.10

0.54
小
仏
川

上椚田僑

.？

5Z５２０

５８．５．２６

1６．２

１２．０

6.8

Ｚ６

ＱＯ６

Ｒ８６

6.15

5.84

1．２４

２３５

0.14

0.46

湯
殿
川

春日橋 5Ｚ５．２０

５８．５．２６

20.8

15.9

ズ２

z２

２
８

６
５
●
●

５
５

50.75

81.97

1258

19L５１

42.08

5Z１５

Ｚ５９

０．４５

1Z０５

２６．４０

０
０

別
岨



多摩川下流部 昭和５７年度

轍
－４０－

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
斫

調査月月
水温

ｙ~ら
「，

ＰＨ
溶存
酸素-塁
ｐｐｍ

塩素量目

照

沃素
消費号
ＰＤＩ]rｌ

ＯＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンモニヤ

熊窒素
ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ
多)塞川河口 ５Z５．２５

8．２５

1１．１９

5８．２１５

1２４

､０

1２８

6.5

〔
Ｕ
つ
」
八
斗
／
ｏ

●
●

８
８
Ｚ
Ｚ

口
）
っ
」
Ｑ
Ｕ
部
’

○
／
八
４
Ｑ
〕
【
、

●
●
●
●

Ｒ
）
頁
）
４
‐
頁
）

1５．６５

１１００

１５．７２

１６．５９

１５

０
０
２
０

６
２
２
８

０
ワ
’
５
７

●
●

２
２
４
４

11.95

２

5．５６

４．２４

６
６
７
８

０
０
６
４

■
●
巴
●
●

１
０
１
１

〔
二
刑
４
〔
。
〃
。

●
●

Ⅲ
４
８
Ｚ

２
１

９
５
２
９

７
０
１
１

●
●
●
●

０
０
０
０

5Ｚ５．２５

8.25

11.19

5８．２１５

２
９
４
『
ノ

□
■
●

ｎ
Ｕ
Ｒ
〕
や
。
『
人

（
二
ワ
一
刻
Ｉ

２
５
２
２

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

０
９
５
７

１１

０
北
１
０

８
５
４
６

０
４
６
８
●
０

１
２
５
４

１
１

6２４２

1．９０

1４．４２

１０．１２

56.01

11.74

２５２

26.29

51.64

1Z６５

７９６

55.72

⑪
佃
刀
皿

巨
）
イ
卜
イ
ト
一
コ

８
０
０
０

●
□
●
●

別
６
８
０
句
二

5ス５．２５

8.25

1１．１９

58.2.15

８
３
６
１

印
双
旧
３

ワ
ー
５
１
０

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

０
６
２
５

０
札
０
０

１
９
１
５

２
９
Ｓ
Ｏ

Ｄ
●
□
０

０
８
４
５

１
１

７８．１０

5．００

1z５５

２２．４９

５８．９６

１２２９

１２２０

４０．２４

４
５
９
２

０
４
８
８

品
朽
匹
皿

０
４
２
８

５
２
８
５

●
●
●
●

／
○
〔
笙
ワ
」
Ｆ
Ｄ

８
４
６
４

弧
６
５
０
２
２

鞄
朽
如
α

●
ｃ
●
●

０
０
０
０

5Z５．２５

8．２５

１１．１９

5８．２．１５

､６

2,4

12.4

Z５

ワ
』
一
○
ワ
」
（
Ｕ

「
人
「
人
『
人
『
人

０
２
６

６
７
５

０
札
６
０

５
５
０
９

５
７
８
４

■
●
●

６
４
０
２

51.96

7，７

6．７０

1８．１４

５
５
６
１

７
７
７
一
○

●
●
●
●

２
８
５
５

２
７

1０．４５

１１．５５

4．１２

55.22

脆
品
路
唱

●

６
北
ｔ
５

６
８
０
４

０
●
●

北
８
妃
必

２

5ズ５．２５

8.25

11.19

58.2.15

／
○
４
５
４

ｍ
凪
旧
８

ワ
ニ
ワ
ニ
ｎ
Ｕ
つ
こ

う
人
７
人
ラ
ム
▼
人

０
〃
。
０
６

８
５
０
２

●
□
●
●

ワ
ニ
［
。
Ｒ
〕
ワ
」

2.06

０５４

144.25

ｐｐｍ

6．５７

４
０
４
５

２
８
９
９

６
Ｚ
４
Ｚ

６
０
６
１

７
８
５
５

２
ａ
ａ
２
２

4.95

1.18

2.70

2２７２

泊
妬
咽
詔

●
●

一
○
ｌ
ｆ
－
ｂ

記.６

Z２

1０．４

１６．８

3Ｚ５．２５

8．２５

11.19

詔．２．１５

21.4

28.0

15.2

９２

ｚ１

ズ４

６．９

Z０

１
６
６
４

８
０
７
５

●
●

５
Ｚ
『
人
ワ
」

1．８０

０．５６

61.82
ｐｐｍ

5.48

５．００

２５７

Ｚ４８

６．１５

8．４４

１．９６

２１２

17:５７

4．９０

１．７８

11.20

1z４２

４．４８

０．８４

１．８５

６．５５

20.8

ス６

1６．０

１８．８

0．１８

０．１５

０．６２

1．０１

５
５
○
〃
５

２
２
１
１

●
●
●
●

一
，
○
Ｒ
〉
１
１
ワ
」

１

７

記
５

21.9

２Ｚ６

１１．６

8.2

Ｚ１

Ｚ４

Ｚ１

Ｚ０

ｏ
ノ
Ｚ
）
〔
Ｕ

「
ノ
テ
。
口
）

北
Ｚ
８
０

5．０２

16.70

晶号
、

２
ｐｐｍ

２４６

８．６８

Z１５

２．４７

14.24

印
佃
弘
明

●
●
●
●

／
○
ワ
」
ワ
』
ｎ
〕ワ
』

Ｒ
）
ん
４
八
斗
（
ど

『
ノ
／
○
Ｒ
）
『
ノ

ス
ｉ
２
ａ
ワ
ニ

１
２
４
６

９
４
７
６

●
●
●
●

２
０
０
５

６
２
０

Ｚ
Ｚ
。

１

４号

0．２６

０．０６

０．１２

０．８２



６８ＩＣ．

９１６９１１４ｂ６

］４５０６

４。１１８

０５４

「
－
Ｉ
Ｉ
Ｊ

－４１－

１１品？

年月曰

高潮
一

時分；漣

低潮

時分｜麺

６ ズ５．２５ ０７５２１６８

２２２９１６９

０２５２１１２

１４５６５７

５ズ８．２５ １１５５１４４

２２５８１６５

０４３０６７

１５４９１１８

５ズ１１．１９ １１５０１５８

２２２６１５５

０５４５５９

１７５０１２２

３８．２．↑５ ０８５７１５８

２１１８１５２

’０２２７４４

１５０５５０



江戸川水系 昭和５ア年度

－４２－

Ｐ▲

調査地点名 調査月日
水温

℃
1Ｎ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

ＯＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンニEニャ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮iii勅

ｐｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

大三角

（東京側）

5Ｚ４．２５

z１１

1１．６

5８．１．２４

21.9

15.0

加
加
一

6．８２

６．５２

26.81

1１５０．００

2．４９

０

5．６１

5．７７

1.56

2.65

０４８

０．５２

51.41

1８６．２４

50.0

5.0

大三角

(千葉側）

ｎ４．２５

Ｚ１１

1１．６

5８．１２４

21.9

15.2

Ｚ０

ｚ２

6．６７

６．５５

54.47

１９９０．００

２．５５

０．７９

２
６
８
０

２
４
’

ＭＯ

Ｏ､４９

列
等
句
二

つ
△
底
）

’
０
０
’

50.68

2８２１５

41.0

150

浦安橋

(東京側）

5Z４．２５

ズ１１

1１．６

5８．１．２４

９
０
０
６

●
●
●
●

川
辺
帽
２

４
０
９
０

●

６
Ｚ
ｄ
Ｚ

8.29

6.90

ズ０２

1０１６

38.58

21.70

1０６．９０

1550.00

1１．５０

2.66

1．８１

8．６５

、
印
岨
兜

●
●
●

０
５
４
北

１
１

７
７
７
７

８
５
２
５

●
●

５
北
５
Ｚ

1．７１

0.50

0.52

1.57

２
４
２
０

７
８
０
８

犯
奴
孤
砠
２

６

5Z0

10.4

66.0

0.05

0.12

tｒ

浦安橋

(千葉側）

5７４．２５

1１

1１．６

5８．１．２４
８
０
１
６

Ⅷ
》
の
二
臣
）
（
」

イ
ー
（
／
一
イ
ー

6.5

Z０

６．９

z１

５
８
８
８

２
９
８
０

●
●
●
●

８
６
６
０
１

5１．５９

１２１５

４５．７９

155ｑＯＯ

５
５
６
４

８
５
６
０

●
●

８
２
ｔ
ａ

２９５

６．６６

５．０５

1５．１２

5.17

1.12

2.47

Ｚ５５

1．５４

０．２７

０．５０

1．０１

４
８
５
２

２
６
９
７

岨
引
皿
仏
２

１０Z６

42.0

2.0

54.4

今井橋

(東京側）

5Z４．２５

Ｚ１１

1１．６

5８．１２４

２
０
９
６

●
●
●
●

旧
辺
旧
２

6.5

ＺＯ

ｚ０

６､８

２
６
０
０

７
０
８
０

●
●
●

８
Ｚ
６
２
１

63.17

16.60

24.47

2１５．２５

6.76

5.16

2.56

10.05

（
。
ｎ
〕
。
／
／
○

一
つ
『
ノ
頁
）
『
ノ

●
ｑ
ロ
●

４
４
６
５
１

１
１
１
５

９
２
０
９

北
２
４
ａ

８
２
７
６

９
５
８
４

●
●
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２１７

1２６５
２
１
０
０

０
８
５
６

●
■
●
●

５
５
０
５

１

796.52

1268.16

2158.10

1756.66

０
２
８
０

●
●
●
●

４
５
２
２

４
１
“
Ｉ
－
６

相生橋

鯖海運河）

5z６．２８

２１７

1２．１５

5８．４．１

０
６
６
５

●
●

、
弘
９
５

〈
■
１
０

ｎ
〕
４
一
戸
○
ワ
」

７
〈
ラ
ム
フ
ハ
マ
人

２
０

５
８

ｎ
〕
〔
ｕ
ワ
ー
〔
Ｕ

5５００．００

1518000

15680.00

１０４６０．００

５
０
１
１

０
８
６
０

●
●
●
●

６
５
０
５

５
１

１
８
６
６

５
１
７
７

。
〈
〆
○
ラ
ユ
７
（

１
１

５
７
９
２

５
一
つ
９
５
●
●

（
〉
ん
〔
〆
ｎ
」
〔
二

１
１

つ
△

８
５
４
７

５
８
７
２

●
●

５
２
２
６

488.85

1825.92

2160.00

144ヌ６８

０
／
○
４
０

０
５
旧
型

１

勝関橋

(隅田川）

5Ｚ６．２８

’１７

1２．１３

3８．４．１

20.7

26.8

２５

1５．１

０
６
６
－
つ

７
Ｚ
ス
ズ

０

６
０
７

５
８
２

●
●
●

０
２
０

4520.00

12980.00

15590.00

12140.00

４
０

５

０
６

２
●
●

５
２
０
０

ｚ
）

１

1４．１８

5．７８

５．１２

1４．６９

1５．８５

１０．４９

5．７９

1９５６

８
２
４
４

４
５
７
０

●
●

●

４
４
ワ
』
ｏ
ｍ
Ｆ
ｏ

608.50

1８７０．０８

２１８１７６

１７０７８４

1ズ０

6.4

1６．０

１５．２

岨
仰
脚
品

●
●
●
●

０
０
０
０

大島)||水門 5Z６．２８

２１７

12.15

5８．４．１

20.8

2ＺＯ

９５

1４．０
。
／
ワ
」
テ
っ
〔
Ｕ

●

／
（
）
「
ノ
ハ
『
‐
「
ん
７
‐
Ｉ
。

５７

０
０
０
０

5010.00

9220.00

14600.00

８５５０．００

７
５
１
１

６
４
７
２

６
６
５
奴

５
２

1Ｚ７５

８．９５

ズ６８

2ａｌ２

５
７
５
０

９
０
０
５

●
□
●
■

８
４
４
邪

１
２

４５９

４．１４

９４１

1ス５６

427159

128Z56

2092.80

1275.84

０
２
２
０

ａ
マ
ュ
ｆ
マ
ュ

ヮ
」
Ｚ
Ｊ

１

、

水 代橋

(隅田川）

5Z６．２８

２１７

12.13

5８．４．１

20.9

､８

２５

1５．６

ｏ
ノ
ｎ
」
川
斗
ｎ
Ｕ

６
Ｚ
７
Ｚ

５９
１１

０
０
北
０

2540.00

10980.00

15120.00

8410.00

5１．１５

１９４８

2.49

1１６６

1６．５５

Z７６

６．４８

､５９

1ズフ５

２１．６７

4．９５

28.07

５
７
８
２

０
９
０
７

４
２
０
ａ
１
１

545.50

１５０８．１６

2106.24

2162.88

７２０

１５２

２ス6

51.2

口
）
〔
色
／
○
Ｚ
）

ろ
５
１
７

０
０
０
０

抽堀)||水門

８
７
５
１

２
１
１
●
●

６
２
２
４

１

Ｚ
弱

５ ９
８
６
４

０
●

０
６
２
Ｚ

２
２

１

９
２
５
０

６
Ｚ
Ｚ
Ｚ

１
２

４
５
●
●

０
０
１
０

2150.00

1０４５０００

１４５７０．００

6850.00

55.59

20.90

4.86

1４．０５

1５．５５

１１．７２

Z６８

25.75

1ズ４０

１９１７

４９９

54.40

5．７０

５．４２

11.54

4．５９

515.65

1458.24

207ズ４４

１０１１．８４

1１．０

８

1８．４

１６．８

仙台堀川

水門

８
７
５
１

皿
則
、
４

１

Ｚ
調

５

20.9

2Z１

9L８

1５８

ｎ
〕
〔
二
（
こ
／
○

フ
ハ
「
人
「
人
→
人

９
／
○

０
５

●

０
０
０
０

1790.00

9550.00

1４１１０．００

7080.00

51.07

25.54

4．５４

1６．９２

９
７
０
１

８
９
６
ｊ

Ｚ
６
Ｚ
弱

１ ｎ
〕
７
Ｊ
Ｚ
）
。
／

Ｑ
〕
ワ
ー
ｎ
Ｕ
、
ニ

ス
８
６
２

１
１

５

3.50

4.14

1１．５１

24.56

８
０
８
４

８
６
２
８

髄
朋
仮
踊

２
－
６
０
０

１
２
１

０
６
８
０

●
●
●

２
Ｚ
４
８

５
１
１
４

１

'｣､名木）'’

水′門

5ス６．２８

２１７

12.15

5８．４．１

Ｒ
〕
Ｑ
Ｕ
（
△
句
二

０
６
２
４

●

２
２

１

Z０

ズ１

ズ２

６．９

0．５９

０

0．１６

０

１７４０．００

８１７０．００

1２８１０．００

6９１０．００

2，５５

２８．９０

１１．５６

２４．９０

６
７
６
５

５
９
１
５

●
●
●

「
人
６
６
ワ
」
２

1８．５５

２０．０７

１１．０８

２６．１９

１
‐
（
□
４
，
→
○

（
。
４
戸
○
→
。

●
●
●
●

５
４
２
５
１
１

21.12

１１６Z５６

１８２５．９２

１０５０．２４

6.0

16.4

26.0

15.6

新大橋

(隅田)||）

5Z６．２８

２１７

1２．１５

5８．４．１

２０．９

２６．８

９２

1５．８

０
０
２
７

Ｚ
ス
ズ
６

１２

０
０
０
０

1490.00

8010.00

15280.00

6520.00

50.75

54.06

１０．５７

２ズ７８

25.57

11.72

12.00

26.95

５
７
１
６

９
８
４
２

８
ａ
２
５

１
２

５

4．５１

4．０５

１５．２５

１ズ５６

朋
岨
如
叩

伽
Ⅷ
脇
Ⅷ

１
１

０
０
８
０

●
●
■
●

舶
加
乃
乃



－４９－

調査地点名 調査月日

水温

℃

ＰＨ

溶存
醗層量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

ＣＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンニ巳ニァ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

Y手'し圧物

ｐｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

露 ｌｌＩ水門 5Z６．２８

２１７

12.15

5８．４．１

20.9

２６．８

Ｑ２

1４．４

９
０
０
８

●
●

６
Ｚ
Ｚ
６

０
０
０
０

1250.00

7660.00

10520.00

55400Ｃ

２
５
４
９

Ｆ
。
（
ア
イ
刊
頁
）

狙
訊
８
－
６
４

1２８６

１１．７２

，４０

２z１０

1540

22.66

18.98

５５．５４

列
０
１
．
刎
与
マ
ノ
ノ
〔
／
←

〔
【
Ｕ
列
Ｉ
ノ
ハ
〕
『
ノ
ノ

●
●
●
●

３
４
４
０
１
２

1ＷL記

１０説６８

１５１４．８８

１８１ズ２８

０
０
４
０
●
●

奴
奴
別
巧

両国橋

(隅田川）

5Ｚ６．２８

２１７

1２．１５

5８．４．１

０
８
２
８

０
６
２
５

２
２

１

ズ０

６．９

ズ１

6.8

０
０
０
０

540.00

6950.00

1１４００．００

5860.00

幽
唱
加
旧

仏
訊
Ⅱ
汐

１５．９２

１ズ２７

１６．００

１９９０
加
四
弱
化

Ｚ
ｉ
Ｚ
５

１
５
１
５

5.66

4.05

1５．６６

１５．５５

61.44

964.61

1658.72

928.52

０
０
４
０

Ｒ
ｎ
弘
犯

２
２
１
４

９
６
４
５

●
●
●
Ｂ

０
０
０
１

柳橋

(神田)||）

57Ｌ６．２８

，１７

12.15

5８．４．１

1,8

25.0

8.7

1５．８

９
８
９
８

●
●
●
●

６
６
６
６

５
６

５
２

●

０
０
０
０

２
０
０
０

８
０
０
０

●
□
●
●

品
旧
加
如

１
９
１

２
２
２

10.05

26.54

19L５５

２６．１２

1ズ４９

２５．０５

５０．４０

28.17

５
７
５
９

８
５
６
５

飢
軋
団
肌

8.18

’４１

2Z４４

５０．２４

45.78

271.87

4Ｚ､56

554.72

０
０
８
０

瓜
犯
岨
皿

駒形橋

(隅田川）

5ス６２８

２１７

12.15

5８．４．１

８
９
２
０

●

０
６
２
４

２
２

１

９
８
９
．
○

６
６
。
。

０．１６

０

０

０

590.00

5590.00

7450.00

5860.00

Ｚ
）
〃
。
〃
。
〃
。

Ｒ
〕
７
Ｊ
Ｚ
）
Ｆ
Ｏ

Ｒ
）
ｏ
〈
。
ハ
剤
ト

バ
ニ
刻
斗
（
竺
Ｚ
）

21.04

20.12

２４．００

２１．８９

1ズ００

２スアO

２６Ｄ８

５Ｒ５２

ｗ
“
毘
乃

●
Ｃ
●
●

ワ
ー
６
６
５

１
２

9，４６

4９，９７

1051.01

604.80

０
０
０
０

●
□
●
●

５
５
０
０

８
２
６
５

２
７
７
０

５
６
６
１

●
●
●
●

０
０
０
１

源森川水門 5Z６２８

２１７

12.15

5８４．１

21.0

26.9

9L２

1４．４

６
８
９
６

●

０
６
６
６

２５
●

０
０
０
０

１２ヌ６０

5900.00

6900.00

5880.00

叩
弘
刀
出

、
軋
孤
弱

2211

19L６４

２Z２０

５５２９

５
０
５
０

５
５
２
６

●
■
●

６
８
５
５

１
５
２
４

刈
唱
〃
別

２
５
Ｚ
６
１
１

55.64

580.61

1082.88

658.40

55.0

4zＯ

1５６０

85.0

言間橋

(隅田111）

5Z６．２８

２１７

1２．１５

5８．４．１

21.0

26.8

’１

1４２

６
６
９

６
６
６

７
Ｊ

●

６

２５
，

０
０
０
０

1６０．００

2470.00

6220.00

5400.00

1ヌ０１

51.06

､７５

24.57

１７L18

25.05

28.00

２２５５

５
０
５
０

６
７
５
７

ｍ
仏
弧
岨

２．２４

ズ０６

1５．６８

１０．５６

ｄ
７
ｎ
配

収
＄
仏
侃

５
９
５

０
０
０
４

２
０
ｆ
Ｚ

６
８
４

白鬚橋

(隅田)||）

5Z６．２８

9L１７

12.15

5８．４．１

20.6

27pＯ

２５

1４２

６
４
８
６
●
●

６
６
６
６

２５
■

０
０
０
０

０
０
０
０

７
０
０
０

４
０
０
０

４
７
２
７

７
夕
翅

３
０
０
５

２
５
０
２

●

旧
旧
訊
釧

５
５
４
５

２
５
２
５

仏
凪
仏
乳

ｎ
〕
〔
Ｕ
Ｚ
）
頁
Ｊ

Ｚ
）
庁
○
〔
△
〒
７

５
２
０
２

２
４
５
５

2.15

8.29

18.26

2ｔ５６

９
６
７
２

９
５
９
７
■
Ｃ

弘
印
妃
記

１
‐
戸
ｏ
頁
）

０
０
０
０

砠
引
印
咽

〔
Ⅱ
〕
｝
へ
）
（
又
〕
→
へ
）

ｚ
）
Ｑ
〕
７
Ｊ
ハ
ー

●
●
●
●
●

０
０
０
１

千住大橋

(隅田)||）

5Z６．２８

２１７

1２．１５

5８．４．１

０
“
。
０
８

．
６
２
４

印
２

１

６
４
５
４

６
６
６
６

0．７１

０

０

０

56.40

2１０．００

1１８０００

７００．００

９
５
２
９

５
９
４
８

０
８
０
Ｚ

１
５
４
５

釦
佃
％
妬●
●

．
、
０
２

侶
引
４
４

14.05

74.50

5ズ４５

６１．４６

0．６７

Ｚ１１

1６．５５

２７４４

４５．２０

81.02

221.57

229L４４

０
０
０
０

●
■

●

〔
△
ロ
〕
。
〈
自
〕

戸
届
）
（
〉
／
７
Ｊ
“
Ａ
ｕ

,｣、台橋

(隅田)||）

6．２８

，１７

1２．１５

5８．４．１

７
４
６
４

ｍ
恥
Ｚ
５
１

”
○
５
テ
。
１

６
６
６
６

1．７８

０

０

０

０
０
６
０

５
０
０
０

４
０
６
０

２
５
９
８
１

５
９
５
８

５
８
７
０

．
．
Ｚ
２

枢
辺
２

1ヌ４９

１９５２

５z乃

41.80

１８．００

５Z９０

４６．５０

５５．６０

1．４６

４．５１

1４．２２

１４．１４

20.59

5Z６５

102.14

158.40

０
０
０
０

４
一
１
６
Ｚ

一
つ
Ｒ
）
／
○
４
４

２
５
５
０

２
４
７
５

０
０
ｏ
ｆ



ＤＩＢＯＤ
割ﾌ杏:-Ｈｈ占卓

９ｐ「ｎｌｐｐｍｌＰＰｍｌＤＤｍｌＤＤｍｌｏＤｍｌｂ

4.／６

Ｏ’６/LⅢ

6.6ｃｌｌＵＺｂ７１台

」

/ＩｌＺ
」

４．６

6.Ｚ８１２０．６１６．４１５．５６

１

］

）Ｉ２１７１２４．８１５．８１Ｃ ９Ｉ２ＲＯ２１５５ｊ６１５,ｇＣ

２８１５．８１５．８６１５４８ ＪＺＩｂ入る［
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２
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４
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ｐｐｍ

ｎ
Ｕ
頁
）
バ
ヰ
７
Ｊ

（
）
／
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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６
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１７５０１９５
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１

１
８
５
５

引
如
仏
貌

７
０
６
６

９
５
６
６

●
●
●
●

０
５
５
６

１

5z４８

１４．５５

２５２

1ZＯ５

４
０
０
０

凪
凪
仏
旧

１
２

1．２６

１．４６

１．８４

葛 Ｐ 橋

(神田川）

5Z４．１８

ス５０

1０．１９

5８．１．１１

９
２
８
１

●
●
●

仙
巧
旧
２

２
０
０
４

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

弘
把
糾
珀

●
●
●
●

５
２
２
６

酪
旧
引
叫

収
弘
皿
収

５
１
２
７

０
５
７
９

必
６
２
５
１
１

70.21

5５．５７

２２１０

42.51

６
８
０
１

５
５
４
４

２
０
Ｚ
２

１
７
５
６

１ ４
２
５
６

２
９
２
１

２
一
・
４
６

５
４
５
８

４
５
７
６

皿
塑
弘
和

155.2

151.0

141.0

92.8

８
０
２

６
６
５

２
２
２

新開橋

(神田川）

5Z４．１８

ス５０

1０．１９

5８．１．１１

６
０
９
４

４
６
８
８

１
２
１

９
９
９
０

６
６
６
Ｚ

４
０
６
２

８
６
５
２

●
●
●
□

４
２
２
６

５
９
４
５

５
４
２
２

●
●

Ｚ
５
２
ｆ

５
５
４
５

１
４
８
１

７
９
６
８

６
ａ
０
５
２
１

１ ４
１
９
５

５
６
８
５

●
●
●
●

卍
加
配
媚

５
８
０
１

８
４
０
９

田
旧
酪
印

犯
妬
刀
叫

５
３
ａ
５

１
０
４
５

７
２
４
０

４
２
ａ
８

１
１
１
２

８
０
０
０

旧
取
田
刀
１

５
７
２

６
５
６
●
●

円
Ⅲ
ワ
ニ
（
冬

末広橋

(神田川）

5Ｚ４１８

Z５０

10..19

5８．１．１１

６
２
０
４

●

４
６
２
８

１
２
１

０
８
６
０

Ｚ
６
６
Ｚ

７
０
５
２

９
７
５
４

●
●
●
●

５
２
２
５

55.61

50.90

42.50

51.62

1４．０７

２１．０４

２１８

21.51

2ス４４

１９L０５

２６．５５

５５．９２

４
８
０
１

５
５
６
５

●
●
●
●

５
２
４
０

５
６
５
９

5．１０

５．５０

３．１４

２５０

６
５
６
２

５
５
４
６

●
●
●
●

旧
把
辺
四

２
０
０
０

印
凹
乃
旧

１
１

中野柳橋

(神田川）

5Z４．１８

Z５０

10.19

3８．１．１１

15.5

2Z5

20.0

２４

ス０

６．８

ズO

7LO

１
７
５
５

０
８
５
９

●

ａ
２
ｔ
５

別
略
貼
咀、
８

妃
奴
“
３

７
５
５

８
１
２

●
□
●

８
０
５
０
１
１

脂
如
仙
門

ａ
８
２
７

２
１
２

６
８
０
１

２
８
９
５

●
Ｂ

●

ワ
」
｛
ｂ
Ｑ
ハ
ワ
ニ

［
○
（
Ｕ
一
○
４
‐

２
２
６
９

７
０
２
４

●
●
●
●

６
５
５
５

1Ｚ５５

1０．９１

1２５６

２０６

０
０
０
２

６
０
ａ
Ｚ

４
５
５
１

妬
一
川

２
２

、

氷 福

(神田jll）

８
０
９
１

１
５
１
１

４
Ｚ
０
ｔ

１

『
人

〔
Ｃ

→
Ｏ

予
○

８
４
８
２

個
必
恨
仙

８
６
７
８

●
●
●
●

６
６
６
６

刀
、
出
刃
餌

ａ
ｆ
０
ｔ

８
６
２
８

０
７
５
１

０
●
●

収
乃
弘
＄

8.50

０

1２００

8.15

８
５
９
４

７
４
４
５

●
●
●

６
８
８
Ｚ
１
２

１

９２５

18.28

51.10

54.51

品
門
必
妃

５
ｔ
２
４

１
５
４
２

６
７
１
５

●
●
●
■

５
２
６
１
１

４
０
０

●
●
●

２
蒟
品

０

２
５
２

１
９
５

●
●
●

５
１
１

井之頭池J、
5z４．１８

Z５０

1０．１９

5８．１．１１

９
０
８
０

Ⅵ
巧
収
５

Z８

６．４

Z２

Ｚ０

０
５
５
６

８
８
０
１

０
Ｚ
０
札

△
ｎ
０
１
－

．
列
叩
１
－

万
妬
刈
肥

●
●
●

１
５
６
５

１
１
１
１

２
Ｓ

団
９
９

Ⅶ
０
０
２

１

弱
佃
糾
〃

４
２
２
ｔ

糾
叫
略
切

●
ロ
●
●

２
５
０
１

0．１０

0．０１

０

０

６
６
６
０

９
９
４
８

０
ｔ
０
４

４
０
０
４

●
●
●
●

４
５
４
４

１
４
１
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１
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〕１９１１８．２１６．８１Ｚ.』
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ＡＩ１｛1９

「
ｌ
】

］’０５２９１８

」４
【〕’し］

８」６

」９Ａｚ（１Ｒ』

－５４－

－－－

調査地点名

Fir二TiTT
末‘広橋

(桃園川）

宮下ｉ喬

(善福寺)||）

jj1j[fEl1iflj1iIjjjIiflmjl1EＩ

章周査月日

5Z４．１８

Z３０

1０．１９

5８．１．１１

水温

り

15.0

26.6

1Ｑ２

９８

ＰＨ

０
０
８
Ｅ

●

Ｚ
Ｚ
６
Ｚ

溶存
轆素畳
ｐｐｍ

弘
朗
乃
印

●
●
●

５
５
４
Ｚ

塩素量

ｐｐｌＴｌ

９
４
５
１

１
Ｐ
５
Ｕ

２
８
０
５

７
４
６
７

沃素
消費量
pｐｍ

５
５
６
８

０
６
４
９

●
Ｃ
ｅ
●

６
４
叫
朽

１

０

ＯＯＤ

ｐｐｍ

９
７
９
４

８
１
７
１

０
２
Ｚ
ろ

５
５
５
４

ＢＯＤ

ｐｐｍ

58.40

1１４８８

60.02

6７５１

アンモニヤ

態窒素
ｐｐｍ

６
５
５
１

４
０
８
０

●
●
●
●

８
６
６
８

硫酸根

ｐｐｍ

５１．４９

２１．５１

初.9５

4０

浮遊物

1）ｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

一
塑
乃
妃

１
ｎ
塁
Ｚ
〉

良
』
ハ
Ｕ
、
」
ｎ
Ｕ

●
●

０
ｆ
４
８

○
Ｊ
Ｑ
し
。
／
／
○

5Ｚ４．１８

Z３０

10.19

5８．１．１１

1４．６

２

1８．２

２４

6.9

７０

６．８

７４

５
５
１
４

８
１
４
４

●
□
□
●
の
●

貝
）
ワ
」
ワ
ニ
／
○

4985

42.50

46.56

55.45

1Z８４

5.97

､1２

1２．５２

９
７
５
５

８
７
７
６

６
５
２
９

５
２
２
一
／
○

95.27

1１４５８

70.80

6１８１

８
９
５
７

０
４
５
８

■
●
●
●

０
５
６
４

１

､8９

21.12

19L２０

２７１５

２
０
ｏ
０

ｐ
●

妬
品
刀
醜
Ｉ

3７１４．１８

Ｚ５０

1０．１９

5８．１．１１

７
５
６
５

●
●
●
●

旧
羽
如
旧

８
６
８
８

●
●
⑪
●

６
、
６
”
。
６

６
５
１
５

０
９
６
８

２
０
１
２

51.12

2,62

55.25

51.58

１
４
４

７
５
６
●
●

５
０
８
４

５
９
５
４

５
２
２
９

２
Ｑ
２
２
１

1０８２

2１８８

２６．４５

１７７６

１
８
１
４

５
５
５
Ｊ

八
一
’
（
４
４
『
川
斗

（
二
（
皇
戸
。
〔
色

Ｚ
）
Ｆ
○
。
／
［
○

●
●

２
２
４
ｔ
１

８
０
０
０

６
２
２
６

●

１
１
１

｜
｜
｜
別

●

１

善福寺{也 5ズ４．１８

Z５０

1０１９

5８１．１１
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ＤＤ８１２ａ４６１ＷＬＯ'2.4[』
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４０１５．２し
４ＲＯｌ８７６２１Ｌ８４

－５５－

ＣＯ

調査地点名 調査月日

水偏

℃

ＰＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

ＣＯＤ

ｐｐ『、

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンモニヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物ＡＢＳ

…|…
昭和橋

（目黒川）

5Ｚ５．５０

8．５０

１１．１２

3８．２２１

０
７
４
１

２
５
６
０

２
２
１
１

ｚ０

ズ０

ズ１

７０

８
２
９

８
６
２
●
●

０
０
０
４

1980.00

2170.00

4650.00

2060.00

０

９
９
６

８
７
２

●
●
●

２
５
４

４
２

1Ｚ２０

５４．４８

１５．１５

２６４１

如
叫
辺

凹
卵
釦

叫
刈
印
旧

５
２
４
９
》

275.52

２８Z２５

8８

55405

６
０
６
０

●
Ｐ
●

５
５
５
９

１
８

７

肌
氾
匝
妬

ｏ
ｆ
２
ｔ

天王州橋 5Z５．５０

8．５０

11.12

5８．２２１

２
７
８
８

別
弘
侃
氾

０
１
２
２

７
Ｚ
Ｚ
Ｚ

０

０

0．１０

０．１６

5690.00

2610.00

6550.00

6550.00

４
８
５
８

６
７
４
５

●
■
●
●

兜
妬
飢
幻

19Ｌ２０

２ス７４

１０２５１

－

０0．５１

18.60

1８５５０

75.55

列
Ｉ
、
皇
頁
）
Ｑ
〕

・
ノ
ワ
』
マ
ノ
（
Ｄ

Ｃ
●
●
●

ワ
“
一
八
排
（
Ｕ
ウ
ニ

１
１
１

０
２
７
４

２
６
６
１

つ
”
」
Ｐ
Ｃ
（
４
Ｑ
Ｕ

（
己
ラ
。
７
Ｊ
１
１

７
Ｊ
一
○
ｏ
／
。
ノ

０
０
Ｏ
０

ｕ
５
３
８

５
１
１
８

大鼓橋

（目黒川）

5ズ５．５０

8．５０

11.12

5８．２．２１

８
２
２
０

■
●
●
●

２
５
６
１

２
２
１
１

８
０
０
０

６
Ⅵ
Ｚ
７

バ
ー
ｏ
グ
ノ
。
ワ
ニ

頁
）
【
。
／
○
Ｒ
）

●
●

４
北
５
４

２
７
７
８

９
７
４
８

●
●
●
●

４
４
４
１

５
－
つ
１
５

０

１
４
６

６
４
２

●
●
●

５
８
４

２
１

８
４
６
２

７
－
７
４
４

●
●
●
●

ろ
５
０
０

５
２
２
４

1５．５９

２７６９

７２６２

旧
肥
如
朋

５
Ｚ
２
３
１

58.52

0．８７

1Ｚ

2４２５

０
０
０
０

０
●

別
糾
巧
Ⅲ

１
－
（
Ｕ
〔
Ｕ
、
こ

『
ノ
／
○
ワ
」
ｎ
〕

■
●
●

Ⅲ
２
２
４

東仲橋

(目黒川）

5Ｚ５．５０

8.50

11.12

5８．２２１

２
０
０

叫
必
仏

９９

０
０
０
１

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

８
５
９
２

６
５
０
８
●
の

ａ
ｆ
４
４

２
５
１
０

６
５
５
８
●
Ｃ

ａ
Ｚ
８
５

頁
）
ラ
○
列
Ｉ
貝
）

０

15.24

8:1１

15.86

０
５
２
８

８
９
４
７

■
●
●

４
４
８
７

（
４
〔
坐
、
二
Ⅱ
『

Ｗ
叫
腿

８
８
８

２
５
７

８
５
２
５

５
５
６
６

５
６
Ｚ
ｆ
１

ｎ
Ｕ
イ
ー
／
○
頁
）

５
１
９
６

忽
卜
一
○
４
４
が
□

５
２
２

６
０
０
０

Ｚ
０
８
４

ワ
」
Ｚ
）
（
廷
ロ
〉

大和橋

(北沢川）

5．５０

８．３０

１Ｍ２

5８．２．２１
５
７
９

叫
刀
宿

７９

０
０
〔
Ｕ
？
」

７
『
人
『
八
一
人

1.52

2.19

1.28

２．１０

餌
胡
叫
氾

●
●
●

乢
砠
Ⅵ
妬

▽
孤
肥
肥

５
２
４
奴

５
１

皿
明
弘
型

●
●
●

フ
ハ
ワ
ニ
几
等
ｎ
」

、
生
、
二
ｎ
△
’
Ａ
ｕ

７
４
８

５
０
８

仏
引
卯

8.46

9L１８

1０．９８

７４２

７
Ｊ
靴
１
．
（
）
都
１

，
Ⅱ
）
ハ
ム
／
（
〕
（
】
Ｕ

●

北
ｚ
Ｚ
４

一
○
１
１
２

０
０
４
０

２
Ｚ
２
４

●

１
１
１

１

加
胆
印
必

北
マ
ュ
ョ
４

大橋

(烏山川）

5７５．５０

8．５０

11.12

5８．２．２１

２
２
２
８

●
■
巳
●

５
６
６
１

２
２
１
１

７
４
２
８

●

。
６
Ｚ
６

巫
川
弘
岬

●
●
●
●

２
５
２
４

９
４
１

８
６
２

●
●
■
●

５
２
４
０

６
４
１
６

０

15.75

10.71

11.00

２
８
２
７

－
６
６
９
９

叫
旧
別
別

24.57

25.29

119L6８

1０．０８

9L７４

６．４４

11.65

９
２
５
５

１
６
６
１

弓
人
列
卜
Ｚ
）
／
○

ワ
ー
（
二
勺
」
っ
。

０
０
０
０

０
９
ａ
Ｒ

Ｅ
Ｊ
ラ
ノ
寺
。
ｏ
ノ

４
１
２
８

６
７
５
４
●
●

北
ｆ
２
５

明治橋

(蛇崩Ⅱ|）

5Ｚ５．５０

8．５０

1１．１２

5８．２２１

９
８
８
２

．
６
６
２

妬
２
１

８
０
８
６

●

６
Ｚ
６
Ｚ

糾
品
妬
娼

２
０
ｔ
２

７
１
２
４

７
５
５
８
●
●

５
０
５
４

４
４
１
４

７
９
７

９
７
２

ｑ
●
０

０
４
２
５

１

1ズ92

18.28

21.27

48.68

７
４
８

２
８
６

皿
弘
調
１

出
刀
刀
肥

２
６
６
０
１

2Z69

16.90

20.58

50.Ｔｌ

1８．０

11(０

25.0

142.0

川
皿
刑
仰

金杉橋

(古川）

5ス５．５０
’

8.50

1１．１２

5８．２．２１

2Ｕ８

25.1

1６．０

２７

”
。
「
ノ
（
Ｕ
八
Ｉ

／
Ｏ
／
ｏ
『
人
『
人

０
７

４
６

●

０
０
０

○
ノ

１
Ⅷ

ワ
』

296.87

65.57

1800.00

506.汐

4.16

54.10

5．６８

1５．６１

24.55

54.48

9L９１

42.48

加
叫
岨

●
●
●

別
旧
田

ス乳

11.20

5．１５

１０．４８

67L５０

5．７６

28800

8９８６

55.0

1１５．０

11.6

18.0

８
２
０
０

１
４
１
６

●
●
●
●

１
１
１
１

稲荷橋

(古川）

０
０
２
１

５
５
１
２

●
●

●

５
８
ｆ
２

１
●

Ｚ
８

５
『
。

７
９
０
ｒ
）

０
●

０
４
Ｚ
化

２
２
１
１

6.8

Z０

Ｚ２

Ｚ０

０
９
５
０

２
１
→
。
５

ａ
ｔ
ａ
４

９
５
５
８

５
５
５
６

●

ぬ
皿
Ⅱ
妃

妬
印
田
乃

６
Ⅲ
ｄ
Ｚ
１

０
５
６
０

８
０
２
８

●
●
●
●

６
０
５
４

５
２
８
５

肥
肥
％
肌

０
８
ａ
Ｚ

１

１
１

訂
“
皿

。

｝
へ
）

ラ
ヘ
）
１６

Ｚ８

25.46

6．６８

18.45

1ヌ５２

０
０
０
０

況
出
仙
刈

１
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48.６１１６１．０４１５．４９１７２８０６

／

4．６８

EＩ
」｜Ｚ０．６１６．４１４．４０１１２８．１６１０１４５．６［ ３４１５Ｒ５１１６００

Ｊ１２６．２１６．４１０．７６１４２５５１１２５９１４８７５１６２．９７１５.９４１２８．８，１９
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８ ８－８１６.ｂｌ４ ３６．０８１１４．９１１７４．９７１６Ｚ５５１９Ｌ７４１６２６５１８５Ｃ

ﾆﾆｰﾆﾆ荒昊_L兵兵舎年
一

５７k ５５

７９

０２１０１８１

１５０５１７５

０８５４

２１０５

５Z８．５０

川
Ⅲ
｜
川
、
一
Ｍ
佃

Ⅱ
四
一
Ⅲ
四

加
刈
一
刀
４

皿
Ⅲ
一
山
Ⅱ
｜
加
川

Ⅱ
Ⅱ
｜
川
Ⅱ
｜
川
Ⅲ

出
川
一
旧
刑５７１１１．１２

０９５５

２２１１

５８．２．２１ ９１

５

Ｉ
Ｉ
－
Ｌ
Ｉ

－５６－

調査地点名 調査月日
水温

℃
ＰＨ

溶存
醗素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

ＯＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンモニヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

臘浜川橋

(立会川）

5ズ５．５０

8.50

11.12

5８．２．２１

６
４
４
９

Ｃ
●

Ⅲ
蛎
侶
２

６
６
６
８

●
●
●
●

６
６
６
６

／
○

／
○
八
斗

。
／

“
４
一
○

●
●

２
０
５
５

6ｑ５１

248.57

45.02

440.00

０

90.92

12.57

1．５５

８
０
１
２

０
０
５
１

０
２
ａ
Ｚ

■

５
６
４
６

ｂ－

81.70

61.04

12542

5.82

6.44

5.49

11.65

85.44

5Z６０

728.06

152.45

０
０
０
０

●
●
●
●

叫
伍
如
皿

１
８

１

、
Ｕ
■
Ｉ
Ｑ
〕
（
Ｄ

Ｐ
。
〔
こ
ｎ
Ｕ
／
○

ａ
ａ
ｉ
４

庚申橋

（立会川）

5Ｚ５．５０

３５０

11.12

5８．２．２１

６
２
６
８

●
●
●
■

如
必
仏
８

４
４
４
５

●
●
■
●

ノ
。
／
○
〃
。
〃
。

０
６
４
５

４
７
ワ
ー
９

●
●
●
●

４
０
４
４

６
５
５
８

１
５
１
０

羽
収
飢
別

１ ０

卵
弧
列

只
６
４

１
１
１

０
５
５
７

６
７
６
９

●
●
●
■

妬
妃
岨
刈

62.97

80.00

6ズ５５

ズ８４

５．９４

ズ

9L７４

１
０
２
５

５
８
５
６

●
●

。
〈
Ｒ
〕
『
人
ワ
ニ

一
○
（
皇
Ｚ
）
／
○

０
０
０
０

●
●
●
●

ｎ
Ｕ
Ｆ
【
『
〔
４
Ｒ
Ｊ

Ａ
Ｕ
ハ
ア
ラ
ノ
Ｑ
Ｕ

2．４０
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１
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１
－
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「
】
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】

１
Ｊ

Ｆ
」
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【
】
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調査地点名 調査月日
水温

で
PＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

沃素
消費量
ｐｐｍ

ＣＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アン二三ニヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物ＡＢＳ

ｐｐｍｌｐｐｍ

水試崖壁

(呑111）

5z５．５０

8．５０

11.12

5８．２．２１

４
４
８
１

北
６
４
６

２
２
１

０
２
１
２

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

。
／
｝
○
“
４
Ｚ
）

ｚ
）
／
○
頁
）
４
→

●
●
●
●

０
０
０
２

2570

4040.00

4.48×1０
３

1８１０．００

ズ７１

26.25

5．５７

1５．１０

８
１
２
－
。

８
４
７
４

●
●
●
●

４
２
０
４

１
２
１
５

６
９
８

２
９
４

必
配
％

5．１４

４．８２

５．９８

８９６

584.00

24260

640.15

28501

８
０
４
０

０
６
４
翅

２
４

１

４
４
６
６

５
６
４
７

０
札
ｔ
２

堤方橋

(春ｌＩｌ）

5Z５．５０

8．５０

1１．１２

5８．２２１

０
６
８
９

０

四
奴
仏
。

6.8

ズ２

６．６

ＺＯ

２
７
２
７

９
８
５
６

ｔ
０
２
４

54.95

42.50

15.74

51.24

21.07

16.81

ス２１

２７１
似
肥
〃
距

北
６
５
０

ワ
ー
１
２
２

2827

40.20

51.45

Ｒ
）
ス
）
ｏ
／
。
／

△
４
八
斗
４
『
ワ
」

●
●
●
ｃ

４
ｌ
ｏ
’
０
８

１
１
６
５

７
５
４
１

Ｆ
。
Ｚ
Ｊ
Ｚ
）
／
ｏ

ヲ
。
（
色
ワ
ニ
〔
二

７１０

５Ｚ０

１８．０

1４８，

石川橋

(呑川）

5ズ５．５０

8．５０

1１．１２

5８．２．２１

22.5

2z4

16.8

Z８

Ｑ
〉
ｎ
Ｕ
つ
／
一
（
Ｕ

／
ｏ
『
人
ラ
ハ
マ
人

品
則
弘
引

●
●
●
●

５
０
５
４

７
９
２
５

９
８
７
９

２
８
４
８

５
５
１
５

０

11.51

0．５７

20.50

２
９
６
５

５
０
８
４

●
●

６
８
Ｚ
７

１
１
１
４

〃
ぬ
昭

５
札
０

１
２
８

４
０
４
０

１
７
０
５

５
４
５
０
１

５
５
６
５

４
２
６
９

●
●

玉
渕
肌
弱

8.8

16.0

13.6

1２７，

０
６
４

４
４
４

●
●
●

ワ
ニ
、
４
Ｚ
Ｊ

呑川水源

(呑川）

5Z５．５０

8．５０

11.12

5８．２２１

ＩＱ６

24.9

Ｗし２

1０．１

８
８
６
８

●
■
●
●

６
６
６
６

厄
砥
岨
刈

４
１
ａ
５

45.16

51.04

12.34

2246

０

4２

ス３２

１．５７

14.72

2268

15.85

40.05

26.67

18.85

1m４５

０
５
５
２

５
５
９
６

ａ
ｄ
Ｚ
Ｚ

24.00

15.56

18.05

55.56

０
０
８
１

●
●

Ｚ
８
８
別

１
－
６

潮見橋

(|日呑)１１）

０
０
２
１

５
５
１
２

５
８
１
２

１

７
詔

５ ワ
」
｛
ｂ
ワ
』
７

６
●
●
●

辺
必
侶
６

０
０
１
５

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

０
０

５
２

４
７
●
●

０
４

０
０
０
０

０
０
０
０

●
●
●
●

０
０
０
０

９
０
６
５

４
７
１
５

１
４
６
５

1２２５

60.51

’８０

21.89

０
９
５
９

６
０
１
０

５
乳
乢
奴

如
糾
岨

●
■
●

Ｑ
）
つ
二
ｎ
Ｕ

八
斗
Ｚ
）
ロ
〕

４
９
５
９

０
４
０
４

５
５
３
５

254.40

610.56

941.95

798.54

６
，
、
、

四
品
相
田

２５ユ
ー

5Ｚ５．５０

8.50

1１．１２

5８．２．２１

２
９
８
０

⑪
●

飢
乃
ｕ
Ｚ

４
８
０
２

●
●

６
６
Ｚ
５

５
８
５
１

０
０
６
４

２
０
２
０

85.70

26Z８９

１９２．１２

11.55

6．７０

57Ｐ７

Z５９

5６．７８

０
５
８
２

８
７
１
５

●
●

４
２
ｔ
０

６
５
５
５

０
４
５

８
８
５

●
■

８
５
２

６
５
５

Ｚ６２

６．１６

５．２６

Z８４

1１６．１６

6Z５８
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1５５０

２１２０

52.4
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６
８
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６

０
０
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９

●
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ア
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Ｚ
Ｚ
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７
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０
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〔
Ｕ
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４
頁
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ｒ
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Ｕ
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〔
二
（
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●
■

別
記
仰
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２
２
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０
２
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●
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●
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５
５
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１
１

２
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０
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●
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０
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４
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／
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〉
グ
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Ｚ

１
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５
６
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０
Ｚ
）

●
ｃ
●
■

あ
４
４
６
１
１

5ズ５５０

ａ５０

'１．１２

5８．２．２１

１
６
４
２

●
●
●
●

あ
あ
旧
扣

２
２
２
２

Ｚ
ス
ズ
Ｚ

６
９
０
０

５
１
９
１

●
●
■
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４
４
５
５

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
△
ｎ
Ｕ

『
ノ
川
斗
／
○
反
Ｊ

●
●
⑪
●

巫
必
旧
如

1．１６

10.08

Z０６

1０５７

０
８
０
８

９
６
０
６

●
Ｃ
Ｃ

Ｒ
８
６
０
１
１

（
二
Ｆ
Ｄ
〔
二

ｚ
）
１
‐
／
ｏ

’
６
２
６
１
１

6．６１

1０．５０

１４．５６

ヌ１７

９
０
６
１

８
５
７
’
０

辺
５
Ｚ
０
つ
二

2Z2

56D

1８２０
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「
ｊ

Ｐ
－

ｙ２Ｕ６
￣1

Ｌ＿」

、［

0９］４,９

Ｄｂｌ８８

－５８－

ｆ、

|＄。。｜”高分潮糎｜”低分潮糎’
５Z５．５０ ０２１０１８１

１５０５１７５

０８５４５５

２１０５７９

ﾖズ８．５０ ０５０２１９０

１８０６１９４

１１２８５０

２５４６７４

５ズ１１．１２ ０５２９２０６

１７００２１１

１１１５７０

２５５８４

５８．２２１ ０４２９１５２

１５０５１８８

０９５５９１

２２１１５



都内南部河川

「

－５９－

}Ｏ〃

周査月日
水温

℃

ＰＨ
溶存|塩素量沃素

糯|…|iii:需
ＣＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐ 、

アンモー<ﾂ硫酸根浮遊物
熊窒素
ｐｐ r、 ｐｐ

、

LＪ ｐｌｎ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

5Ｚ５．１１

12.17

1８．４

5.2

Z２

Ｚ０

8.88

11.96

２１５

８．９６

７
９

０
１

２
２

2.56

1.16

2．０８

１．５７

５
８
２
７
０
●

０
１

8.87

2.0

4.8 0．０６

袋橋

(鶴見)||）

5ズ５．１１

1２１７

2y１．０

9L２

ズ５

ヌ１

8.52

11.21

9L２９

８．９６

0.25

０

2．２４

１．００

1．５９

０．５０

0２１

1．１５ 0．７７

20.0

51.2

都 橋

(恩田川）

１
７

１
Ｊ

５
２
１

７
化
頁
） 1８．６

ズ８

Z２

ｚ２

8.65

11.25

1ズ２６

2１

０
０

2.08

100

1．５５

１．７４

0．２９

1．５１ ２６４

０
２
一
●

、
（
〕
『
へ
） ０．２２

鶴間祷

(境111）

5Z５．１１

12.17

６

ズ４

→
０
ワ
ー

一
人
７
伝

９
５
８
９
●
０

４
４

55.57

44.52

4.07

5.72

1０．４０

6．５５

5．５５

11.84

8．０６

18.26

’
０

20.0

95.0 0．７１

両 国橋

(境川）

5Z５．１１

12.17

1８．８

スフ

７４

ズ０

8．７７

９５６

1０．８５

１１．５５
２
４
０
６
●
０

１
０

4．１６

２．９２

2．７７

15.68

０．４６

２．５２ 54.21

20.0

5.6

大竹橋

(大栗)||）

5Z５．１１

1２．１７

1２０

6.4

ズ２

ズ１

8.78

11.96

1０２０

8.96

０

1．２７

2．４０

１．１６

1．５５

１．１７

0．０８

|､０４ 5.41

､０

６

宝蔵ｊ橋

(大栗)||）

5Z５．１１

12.17

20.5

Ｑ２

Z５

７６

9k０９

1２．８１

8.50

8.96

0．２６

０

2．５６

１．１６

1．５７

１．０７

０．２５

Ｍ５ 4６４２

1２．０

２６ 0.05

行幸橋

(乞田川）

5Z５．１１

1２．１７

､１

２０

z２
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8.51

11.55
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ズ８１

0．２６
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４
５

１
１

２
４
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1．０８ 0.96
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６
●
●

４
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都内北部河川
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ヨゴーｌｌｌ７ｐｌｌＪ

又、

－６０－

Ｌと

年月日
水温

℃
PＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

沃素

消費量
ｐｐｍ

ＣＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンモニヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

ＡＢＳ

ｐｐｍ

瀬僑

(柳瀬川）

5Ｚ４１５

1２２１

1２．８

6.4

z６

Ｚ０

z２０

Ｚ１２

51.26

46.24

5.59

1.85

1０．２５

９１２

Z１９

11.6ア

5．０２

５．１８

1６５．５８

1．４２

28.8

､２２．０

情

(柳

鮪
l／、 橋

111）

5ズ４．１５

1２．２１

14.8

10.0

７２

ZＯ

６．５９

ズ００

51.91

29L７１

14.09

8．６９

2４．５５

１４．５６

28.49

16.52

6.50

8.74

4２５４

2．５０

772.4

955.0 0.44

落合橋

(黒目}||）

5z４．１５

1２２１

1４．８

１５．８

７
７
●
●

６
６

5.87

5.42

20.27

1２２１

4．７０

０．９５

8．１５

６．５６

8.29

6.87

４
７

列
５

５
４

９
７
２
７
●
●

２
０

１

1０．４

０ 0．６７

白子-川河口

（
新洵岸川
合流前 ）

5z４．１５

1２．２１

５
８
●
●

４
５

１
１

z０

６．６

6．２２

７００

6251

65.27

1２５９

1．６０

7ズフ０

５６．９６

105.05

76.77

5.15

1２．５４

０
２

２
４

５
８
５
２

「
ｏ

426.8

102.0 1．５１

芝′宮僑

(諦可岸)||）

5Z４．１５

1２．２１

1４．５

２８

ス０

６．８

６．４２

Z１５

18.44

21.77

０

0．６８

４
６

５
５
●
●

４
５

８
１

６
８

３
２

1．５７

４．００

71.42

0．４６

21.2

175.0 0.26

村橋

(新河岸川）

5z４．１５

1２．２１

1５．２

１０．７

２
８
●
●

６
４

５．０５

５．５５

５Z９５

５Ｒ１９

６
６
９
６
●
●

〔
△
ｚ
ｏ

１

2Z８９

５５．６０

58.64

56.57

5．７０

1Z

5記.７７

56.06

575.2

5２２ 0.7

大橋

(空堀川） 5Z１２．２１ 1０５
２７

6．２８ 24.59 2．４０ 1Ｚ７６ 55.57 Ｒ５〔 11.87 ､４

清水橋

(空堀川） 5Ｚ１２．２１ ２８

２Ｚ

5０８ 5４５６ 11.47 26.40 5５．０９ 1６．９１ 16.52 81.0

±支田；矯

（白子川） 5Z１２．２１ 1５．４ 6.9 2．４５ 8５５０ 0．６７ 1０７２ 1２．５７ 8.18 0．２７ 55.5



都内北部河川

=ＩＦ

－６１－

年月日
水温

℃
ＰＨ

溶存
酸素量
ｐｐｍ

塩素量

ｐｐｍ

ＯＯＤ

ｐｐｍ

ＢＯＤ

ｐｐｍ

アンこそニヤ

態窒素
ｐｐｍ

硫酸根

ｐｐｍ

浮遊物

ｐｐｍ

高指橋

(黒沢川）
5ズ５．２２ 21.0 z４ ズ５５ 5.14 8.25 Z２５ ０ 1．９２

落合橋

(成木川）
5Z５．２２ 26.0 8.6 8.62 2.22 4．８２ 4．１０ ０ 10.52 20.0

両詳橋

(成木)||）
5ズ５２２ 25.2 Z４ 8.57 1０．５５ 4．５１ ス６５ 5．７０ 1０９４ tｒ

観音橋

(霞川）
5Ｚ５．２２ 52.0 Z２ 1．８８ 5．４７ 1５．５６ 4.46 5．５０ 22.51 tｒ
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